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論文内容の要旨 

 

共生人間学 専攻 氏名 HUANG ZUO 

 

本研究は「消滅の危機にある上海弁」の事例を取り上げ、文献研究と半構造化インタビュ

ー調査を通じ、上海弁の衰退の原因を探求する。 

上海弁の衰退の原因を解明するために、まずは上海における言語政策の歴史と現実を

分析する。 

次に、民間レベルでの言語政策の可能性に注目し、ユネスコの「岳麓宣言」の採択により

もたらされた言語政策転換の可能性、また NPO 組織による「上海弁ピンイン」の策定および

『上海弁大辞典』の刊行を機に上海弁の標準化が行われつつあることを示した。 

さらに複数の新老上海市民に半構築インタビュー調査を行い、個人と家庭での言語使用

を考察した。 

分析の結果として以下の三点を解明した。 

第一に、普通話普及政策そのものが問題ではなく、その過剰な普及政策が、上海弁の衰

退を加速する要因の一つとなる。 

第二に、移民都市における新老上海市民の対立は、上海弁の生態を大きく左右する。 

第三に、上海弁の衰退に直接に関わる最も重要な原因は個人の多言語意識の欠如であ

り、これによりもたらされた家庭における言語計画が十分に実行されない点である。 

最後に、今後の上海の家庭における言語計画の可能性について、多言語意識を育むこ

との重要性、「上海人とはなにか」ということを考えることの重要性を強調した。 
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序章  

本研究では、上海弁の衰退の原因を中心に検討しつつ、民間レベルの言語政策の可能

性についても考える。それらの民間の取り組みによって、上海弁の衰退を軽減する可能性

を検討する。 

本研究は、以下の全五章から構成されている｡ 

第一章では､絶滅の危機にある上海弁の現状、方言の保存に関する２つの立場、先行研

究とその問題点、研究の目的、研究方法について述べる。 

第二章では､上海弁の衰退と国家レベルの言語政策の関係、学校での方言禁止とマ

スコミの方言禁令にみられる上海における言語政策を論じる。 

第三章では、NGO・NPO 組織の言語政策に関する取り組みを紹介する。ユネスコの「岳

麓宣言」の採択によりもたらされた言語政策転換の可能性、言語の規範化に必要な 2 つの

要素、正音法および正書法と関わる上海弁の「ピンイン」方案、教材と辞書について論じる。

それらの取り組みにより上海弁の衰退を軽減する可能性を検討する。 

第四章では、移民都市・多言語都市の上海の実態を踏まえ、新老上海市民の言語生活

に関わる半構造化インタビュー調査を通じ、新老上海市民の言語生活を、家庭・個人の言

語使用と言語選択、アイデンティティ、言語態度と言語意識という三つの側面から分析し、

上海弁衰退の原因について検討する。さらに家庭の言語計画から見る上海弁の衰退につ

いて論じ、上海の家庭における将来の言語計画の可能性を考える。 

第五章では､論文の結論をまとめ、解明点を提示する。また本研究の限界を整理し､今後

の課題について述べる。 
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第一章 研究背景 

1.1 研究背景 

本章では、絶滅の危機にある上海弁の現状、方言の保存に関する２つの立場、研究の目

的、先行研究とその問題点、研究方法について述べる。 

1.1.1 強勢方言である上海弁の危機に瀕する現状 

この節では、強勢方言でありながら危機に瀕する上海弁の現状について述べる。 

「強勢方言」とは「弱勢方言」の対義語であり、さまざまな方言が話されている地域におい

て、社会経済的、文化的に強い影響力を持つコミュニティのメンバーが話す威信の高い方

言を指すことが多い。 

上海弁は、中国では「上海話」と呼ばれている。日本では「上海語」と訳しているが、「語」

は中国では「呉語、粤語、閩語」のような「大方言」を指すので、本稿では、「大阪弁」「関西

弁」の「弁」を使い、「上海弁」という呼び方を選ぶ。 

呉語の代表的な方言に関しては、明朝時代の嘉興弁、清朝・近代の蘇州弁、近代・現代

の上海弁と 3 回にわたって強勢方言の交代が行われた。 

明・清時代には、蘇州の経済と文化は徐々に上向きになって、全国に影響を与えていっ

た。また呉語の白話文である「蘇白」で書かれた小説が大量にあらわれた。その後、太平天

国の乱（1851～1864）が起こり、蘇州は破壊された。それに対して、南京条約（1842）が結ば

れた、上海は条約港として開かれ、外国租界が設置されたおかげで、太平天国の乱の被害

をそれほど受けていなかった。1912 年に成立した中華民国になってから経済発展とともに、

資本主義市民文化が発達し、上海は「東方のパリ」「東洋の真珠」という美名が付けられ、上
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海弁は蘇州弁に取って代わって事実上の呉語を代表する強勢方言となり、上海は世界最

大のコスモポリスのひとつに成長した。しかしながら上海弁の衰退も現実のものとなって迫っ

てきた。そこでいくつかの調査をもとに、その実態を紹介する1。 

上海弁で「自分が話したいことをどのくらい話せるか」を尋ねたところ、2000 年の調査では、

「十分に話せる」と回答した生徒は総数の 97.63%であったが、2005 年の調査では、総数の

54.3 %にとどまった。そして「話せるが、十分な正確さを欠いた」と思った生徒が 40.3%に上っ

た。2015 年の調査では、「十分に話せる」と答えた生徒はさらに減り、28.1 %になった。 

母語の視点から見ると、2000 年の調査では、年齢が 15〜29 歳のグループで幼少期より

自然に習得してきた言語が上海弁である割合は 92.73%で、それに対して普通話の割合は

14.48%2である。2007 年の調査では、母語が上海弁の割合は 44.4%にさがり、それと反対に

幼少期より普通話と上海弁をともに習得した割合は 30.5%となり、普通話だけの割合は 17.3%

で、併せて普通話を習得した割合は 47.8%である。2015 年調査では、普通話の割合は 

64.3%に至った。 

また、上海弁に関する認識の変化は、以下のように評価されている。 

方言は滅びることはなく、普通話と共存し、変化しつつある（遊 2006）。若者の上海弁のコ

ミュニケーション能力は急激に低下しつつある（銭 2011）。かつては勢いのあった上海弁が

 
1 2000 年調査：中国教育部（日本の文科省にあたる）による中国言語文字の使用情況に関する調査（2006 年に

出版した）。2005 年調査：蒋（2006）などが行った上海における学生の言語使用に関する調査（866１人分のサン

プリング調査）。2007 年調査：孫、蔣、王、喬（2007）等は 2005 年調査のデータベースを用いて学生たちの言語

習得や言語能力に関する内容をアンケート調査により検討した。2015 年調査：兪 (2016)が行った上海における

青少年方言使用に関する調査（5370 人分のサンプリング調査） 
2 アンケート回答者は回答を複数選択できるため、全体（92.73%＋14.48%）は 100%を超える可能性がある。 
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将来的に消滅する可能性がある（張 2014）。このように、強勢方言である上海弁は絶滅の危

機に瀕している。 

1.1.2 方言の保存に関する２つの立場 

  この節では、方言の保存に関する２つの立場について述べる 

Ladefoged（1992）は、言語の消滅は自然のプロセスであり、できるだけ自然のままに、人

間の介入を控える姿勢が重要であり、絶滅の危機にある言語を後世に伝えるために記録や

保存調査を進めることで十分であると主張している。 

このような観点によると、「人間は死ぬものである」と同様、「言語もいつか必ず死ぬ」。そ

の大きな原因のひとつは、その言語と文字を使用していたコミュニティが消滅することである。

また言語や文字が消えていったもう一つの重要な原因は、より強力な文化侵略によるもので、

経済的、政治的、軍事的、人口学的に弱い立場にあるコミュニティであるならば、言語や文

字はやむをえず衰えることになる。 

それとは逆に、Badenoch（2010）は、人間の言語は日常的なコミュニケーションの道具とい

う枠をはるかに超え、話し手の知識や信念体系の表現であり、文化を象徴する顔であり、そ

のため言語を失うことは、人類が不確実な未来に立ち向かう力を失うことになると主張する。

そして Badenoch は、言語の多様性を守るために、絶滅の危機に瀕した言語を復興し、言語

的マイノリティの言語教育と識字を促進することに取り組んでいる。 

言語の多様性を守る Badenoch の観点には、以下の二つのポイントがある。 

第一に、人類は自然に影響を与えている一方、自然からの影響も受けている。世界は、

人と自然との相互作用によってできており、自然と共生する世界を実現するために、決して
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何もしないわけではない。生物の多様性を守るべきと考えると同時に、資源としての言語の

多様性は守らなければならない。 

第二に、言語はコミュニケーションの道具であり、思考の道具でもあるが、それだけではな

い。言語の置き換えは過去にも現在にも行われており、人々はしばしば言語の道具的な価

値だけを見つめて言語を選択し、言語の「文化的伝承性」というもう一つの側面を軽視して

いる。文化は言語によって伝達され、ひとつの世代から次の世代へと伝えられ、学習される。

言語は文化の一部であり、文化そのものを表し、言語と文化は一体である。言語の多様性を

守ることは、文化の多様性を守ることにつながる。 

このような観点から中国の言語状況をみると、中国の 7 つの方言の形成は中国の文化や

歴史と緊密なつながりがあり、文化は歴史を構築している。たび重なる人口移動の中で言語

は混じり合って、ざまざまな方言が形成されたことから、人口移動の歴史は、方言の形成の

歴史そのものである（周、遊 2006）。   

上記の方言の保存に関する立場を踏まえ、本稿では、言語の多様性を守る Badenoch の

観点を取り入れる。方言の消滅は地域文化の喪失につながることに加えて、中国の文化的

多様性に及ぼす影響も計りしれない。方言はその地域の住民にとって、母語でもあり、地域

との絆でもある。曹（2001）によれば、方言の消滅による負の影響は政治的、心理的、社会

的、文化的、言語的分野にわたるため、積極的な介入が不可欠である。 

1.2 先行研究とその問題点 

この節は、上海弁の衰退と保護に関する研究、方言に関する言語政策の先行研究を検

討する。 

（１）上海弁の衰退と保護に関する先行研究 
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雷（2008）は、上海における新しい移住者の言語選択、言語習得、言語能力、言語態度

を記述し、外来人口の視点から上海弁と普通話の言語接触および言語変化について考察

し、普通話の勢力が一層強くなった現状を解明した。 

褚 （2021）は、言語学の観点から上海弁の音変化や語彙変化について論じ、発音の間

違い、伝統的な語彙の衰退、常用単語が見たことのない単語に変わることなどを例として挙

げ、普通話の影響による上海弁の変化を示した。 

朱、焦（2021）は、普通話普及政策の推進を背景に、家庭言語教育の視点から、上海に

おける６つの家庭を対象に、世代間の言語継承に関する実態を考察した。その結果、これら

の家庭では、普通話の使用を主流とする一方で、社会文化的価値観の形成やアイデンティ

ティ構築などにおける上海弁の役割と重要性を認識しており、子どもに対して上海弁を勉強

し使用するよう奨励している。この研究から、家庭の言語教育は方言の継承に役立つことが

判明した。 

費（2021）は、上海弁の童謡を研究対象に選び、家庭内における童謡の伝承が中断した

状況を分析し、間接的に上海弁の衰退を示した。 

（２）方言に関する言語政策研究 

次に、「方言禁令」と「岳麓宣言」の二つの課題を検討する。 

小田（2018）は、かつてブームとなった上海弁のテレビ番組が当局によって規制され不安

定な状態が続いてきたが、ポスト普通話普及時代に立ち、その言語政策の動向を引き続き

注目すべきであると論じ、「方言禁令」に対して中立的な態度を示している。 

一方、兪（2018）は、方言テレビ番組の台頭によって引き起こされた方言の濫用を深刻な

社会問題と捉え、方言番組の低俗化や娯楽化傾向が強いことや、それによるコミュニケーシ

ョンの障害や、共通語の規範性や純粋性が損なわれることなどを例として挙げ、方言番組が
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普通話普及という国策に相反すると分析する。この研究は、マスコミが言語政策において重

要な役割を果たしていること、またテレビ局による方言番組の放送禁止が、短期的には、粗

雑な方言番組の数を抑制する効果がある一方で、長期的には方言番組ブームは変わって

いないと分析する。「方言禁令」は過剰な措置だろうか。また方言話者である高齢者の言語

生活にはどんな影響がもたらされるのかなど、さらなる議論を行う必要がある。 

次に、「岳麓宣言」を説明する。「岳麓宣言」とは、2019 年 2 月 21 日に正式に発表された

初の「言語の多様性の保護」をテーマとするユネスコの文書であり、国際社会、国、地域、政

府、NGO に対し、世界における言語多様性の保護と促進についての合意を得るよう呼びか

ける取り組みである。ユネスコは、それまで「方言」という用語の使用を避けてきたが、「岳麓

宣言」では一転して「方言」という用語を用いている。 

小田（2020）は、この宣言が中国の言語政策を支持していること、さらにこの宣言を通じて、

中国が国際的な影響力を強め、言語政策の分野で主導的な役割を希求していると分析す

る。 

（３）先行研究の問題点 

先行研究のほとんどは、間接的であろうとなかろうと、普通話普及政策に触れるものの、

上海弁の衰退と「移民都市」であり多言語都市である上海の社会事情との関係について明

確な答えを示していない。 

ここでの「移民都市」とは中国の地方からやってきた人が上海の多数を占めている状況を

指すもので、日本語の「移民」すなわち海外に移住する人々ではない。「新老上海市民」に

ついて、「新上海市民」とは、改革開放後、地方から上海にやってきて上海の戸籍を取った

人を指し、「老上海市民」とは改革開放の以前に、上海に居住または移住した人とその子世

代を指す。 
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新老上海市民の暮らしを取り巻く経済、文化、生活習慣、社会環境の違いによって生じた

対立や矛盾、移民都市の上海やコスモポリスなどに深く関わる家庭や個人の言語使用、言

語選択について方向性を出すにはさらなる検討を要する。また、どのように上海弁を守るか

についても、行政主導の言語政策にどどまるのではなく、NGO・NPO 組織の言語政策への

貢献や家庭における言語計画の可能性を精査する必要がある。 

1.3 研究目的 

本研究は、上海における言語政策を分析し、その歴史と現実、さらに個人と家庭での言

語使用というミクロの視点からも考察し、上海弁の衰退の原因を検討する。次に、従来の研

究が注目していない民間レベルでの言語政策の可能性に注目し、NPO 団体の作り出した

「上海弁ピンイン」を紹介し、言語学的手法を用いてその実現の可能性を論じる。最後に、

複数の新老上海市民に半構築インタビュー調査を行い、豊かで多様性に富む社会に向け

た方言と共通語の共生ができる家庭における言語計画の可能性を考える。 

1.4 研究方法 

本研究は、「文献研究」と「インタビュー調査」の方法を用いる。 

上海の言語政策の考察にあたり、政府の公的文書と法令文書、とりわけ「岳麓宣言」に

スポットを当てる。 
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インタビュー調査では､ 「新上海市民」４名と「老上海市民」２名に対する半構造化インタ

ビュー3を行い、新老上海市民の対立、移民都市の上海やコスモポリスなどに深く関わる家

庭や個人の言語使用、言語選択に関する言語生活を分析する。 

1.5 用語の定義 

この節では、言語政策と言語計画の主体、および民間レベルの言語政策の可能性、家

庭における言語政策について、また中国の言語と方言について説明する。 

1.5.1 民間レベルの言語政策の可能性、言語政策と言語計画の主体 

（1）言語政策 

戴、賀(2010)によれば、言語政策とは、政府が憲法や法律に基づき、どの言語を使用す

るかを決定し、また国家の優先事項を満たすために共通語や標準語を普及し、あるいは個

人及び言語的マイノリティの言語を使用・維持する権利を認めるための政策である。 

Phillipson（2003）によれば、一国の言語政策は３つの部分から成り立っている。まずは、

国や地域において１つまたそれ以上の言語を公用語または共通語として認めること、マジョ

リティーまたはマイノリティーの言語を話す人々が教育や公共サービスなどの活動において

母語を使用する権利を有すること、ビジネスやメディア、出版において特定の言語を使用す

ることを法律で定めることである。第二に、ある言語における権威のある文法書、辞書などの

作成や出版である。第三に、第一言語、第二言語、外国語を問わず、教育分野において特

 

3 半構造化インタビューとは、大まかな流れに沿って行われる質的調査法である。この方法は、調査協力者

の回答に応じて柔軟に調整を行うことができる。質問の仕方や順序、回答者の答え方、インタビューの記録方法、

インタビューの時間や場所などについて、特に決まりはなく、状況に応じてインタビュアーの自由裁量に任される。 
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定言語の学習に関する方針や政策である。   

陳（2015）によると、言語政策は、言語計画の実施によって実現される。また『中国大百科

全書·言語文字卷』（『中国大百科全書』出版社編輯部編、1988）によれば、言語計画は、国

家または社会の各主体が言語を管理するために行うさまざまな行動の総称である。 

本稿では、戴、賀(2010)の言語政策の定義を取り入れ、また言語政策と言語計画の関係

について、陳（2015）の定義を採用する。 

（2）言語計画の主体  

Kaplan and Baldauf (1997)は、言語計画は「マクロ、メゾ、ミクロ」の３つのレベルで行われる

と主張している。マクロレベルの言語計画とは、通常、政府が実施する国家レベルの言語政

策を指す。メゾレベルの言語計画は、言語の維持、保護と復興のための政策立案、および

その政策の実施に重点を置く。ミクロレベルの言語計画とは、家庭、学校、経済団体、行政

機関、地域社会など幅広い分野で行われる言語計画のことである。また Spolsky (2004)は、

言語計画の適用範囲を社会集団の最小単位である家庭、学校、地方政府、宗教組織、国

家、超国家的組織・集団と定義している。 

嶋津（2011）によると、言語計画の立案・実施の主体には、国家やそれに準じる機構だけ

でなく、もっと広い視野で捉えた家庭、学校、教育団体、経済団体・企業、NGO や NPO な

ども含まれる。 

本稿は、Spolsky (2004)と嶋津（2011）の観点に立ち、家庭、学校、NGO や NPO 団体など

を言語計画の立案・実施の主体と考える。 

（3）民間レベルの言語政策の可能性 

中国において、「民間（非公式）」とは、「官方（公式、国家、政府）」の対義語である。本稿

では民間レベルの言語政策の可能性を、家庭から学校、教育団体、経済団体、民間組織・
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団体などまでを含む、公の機関に属さない団体などが行う言語政策に関する取り組みと定

義する。 

1.5.2 家庭における言語政策 

家庭言語政策（Family Language Policy）とは、Schiffman（1996）によって初めて紹介され、

家庭における言語選択・使用、言語教育に対する明示的な計画策定のことである。その計

画は明示的で観察可能な場合もあれば、言語意識や信念などに影響されて暗示的で観察

困難な場合もある。 

家庭言語政策は、日本語では受け入れられにくい可能性があるが、それは日本語の「政

策」と英語の“policy”という単語に対する認識・理解の違いに起因するところが大きい。英語

の“policy”には政策のほか、やり方や方策などの意味も含まれているが、日本語の政策に

は、次の二つの意味があると思われる。 

「① 政府・政党などの、基本的な政治の方針。政治方策の大綱。政綱。 

② 個人や団体が、目標を達成するために手段としてとる方法。」（スーパー大辞林） 

政策は多くの場合、第一の意味に捉えられがちである。このゆえ、本稿で語った家庭におけ

る言語政策の「政策」は、第二の意味を取り上げ、方策を指す。またユネスコの「岳麓宣言」

の策定者の一人である李（2022）は家庭言語政策ではなく、家庭言語計画という用語を用い

てその著作を『家庭言語計画研究』と命名した。そこで本稿では、家庭言語計画という用語

を用いる。 

個人・家庭・コミュニティの言語行為と国家レベルの言語政策の関係は、言語政策研究の

中心的な課題の一つである（「中国社会科学報」2015 年 12 月 22 日）。これまで長い間、ミク

ロレベルの言語計画に関する研究と平行して、マクロレベルの言語政策研究が重視されて
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きたが、今後ミクロレベルの研究（言語の社会言語学）とマクロレベルの研究（社会の社会言

語学）の統合が必要と思われる(高 2009)。そのためミクロレベルの言語計画に関する研究

が盛んになりつつある (李 2022)。これによって、家庭における言語計画の重要性も再認識

させられる(李 2022)。Caldas（2012)によると、家庭はすべての言語政策が始まる場所であり、

すべての有意義な言語政策が最終的に実施される場所である。 

Spolsky（2004）は、言語計画は、言語実践（language practice）、言語信条あるいは言語

意識（language beliefs）、言語管理（language management）の 3 点に相互依存しながらも独

立した要素から構成されると論じている。家庭における言語計画も、以下の 3 つの要素から

構成されていると考えられる。 

①家庭の言語実践：すなわち家族のメンバーが、異なる環境に置かれて異なる目的のため

にコミュニケーションをとる時、どんな言語を選び、どんな言語を使用することを指す。 

②家庭の言語信条あるいは言語意識：すなわち、家族のメンバーが使用する・あるいはメー

バーから使用される言語に関する態度や認識である。 

③家庭の言語管理：すなわち家族の言語実践や言語意識に介入し、影響を与え、修正す

る具体的な行為のことである。 

Curdt-Christiansen（2020）は、感情（emotion）、アイデンティティ（identity）、親の養育信

念（parental impact belief）、子どもの能動性（child agency）などの家庭言語計画に影響を与

える内的要因と、言語地位（language status）、政治的忠誠心（political allegiance）、教育目

標（educational goals）、経済的利益（economic benefits）などの外的要因について詳述して

いる。 

本稿では、Curdt-Christiansen（2020）の家庭言語計画に影響を与える内的要因と外的

要因を考慮したうえで上海人の家庭における言語計画から上海弁の衰退を分析する。 
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1.5.3 中国の言語と方言 

この節では、中国の言語と方言の問題について議論を行う。 

魯國堯（1992）によると、古代漢語の「方言」は、言語学の「方言」の意味に加え、「言語的

マイノリティ 」、さらに「他国の言語」の意味も含んでいる。それに対し、現代漢語の「方言」

は、「北方方言（官話方言）」、「呉語」、「粤語（広東語）」、「贛語」、「湘語」、「閩語」、「客家

語」を指すのが普通である。 

現代漢語の「方言」は、現代の社会言語学で語られる「地域方言」と類似しているように見

えるが、言語と方言を区別する基準の一つである相互理解可能性（mutual intelligibility）の

視点から見れば、「中国では北京などの北方の言葉と広東や福建などの南方の言葉とでは

まったく通じないが、同じ中国語の方言という扱いである」（斉藤 2010、p.213）。実際には、

今からおよそ 100 年くらい前に Karlgren(1920)は官話、呉語、粤語などを含む現代諸方言

は同じ中古音4から生まれたものであると考えていたのである。 

Mair（中国語の名前：梅維恒）(1991)は、中国で語られた「方言」はヨーロッパの方言と全く

別の概念で、中国の方言「官話、呉語、粤語、贛語」はヨーロッパの「英語、オランダ語、ドイ

ツ語」に対応すると指摘し、“dialect”ではなく“topolect”と呼ぶことを提唱する。“topolect”は

「場所」を意味するギリシャ語の語根“topo”と“-lect”を組み合わせて作られた造語である。

過去に DeFrancis (1984)は、「地域の、地方の」の意味を表す“regional”と“-lect”の組み合

わせでできた“regionalect”という用語により、“dialect”と区別する概念を考案した。 

その後、2 つの話し言葉が異なる「言語」なのか、それとも 1 つの「言語」の異なる「方言」

なのかを判断する際の曖昧さを回避し、また標準語の正しさを訴え、方言の「正しくなさ」や

 
4 「カールグレンにとって、中古音とは切韻の体系ではなく、現代諸方言の祖語としての唐代長安音である（唐代長安音が真

に祖語であるかどうかは今は措く）。」(中村 2007、p.2) 
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威信の低さといった臆見を避けるため、Hudson(1996)は“variety”を提案した。社会言語学

において“variety”は、ある言語やその言語の地域方言から社会方言まで、多様な内容を含

むもので、“dialect”よりも広い概念である。中国の「方言」は、“Varieties of Chinese”と訳す

こともできる。 

 

第二章 上海における言語政策 

第二章では、上海弁の衰退と国家レベルの言語政策の関係、学校での方言禁止とマ

スコミの方言禁令にみられる上海における言語政策を論じる。 

2.1 現代中国の言語政策および方言政策の欠落 

この節では、「現代中国の言語政策と方言政策の欠落」を論じる。現代中国における共通

語政策は以下の４点に総括できる。 

一つ目は、中国文字改革委員会を設立したことである。1954 年に言語政策の執行機関と

して中国文字改革委員会が設立された。これは 1985 年に国家言語文字工作委員会に改

称され、中央、県、市各レベルの行政機関に、作業支局が置かれた。 

二つ目は、漢字の「簡体字化」である。かつて由緒正しい表記として使われてきた繁体字

と異なり、1956 年に国務院は「第一次漢字簡化方案」を公表し、漢字の偏と旁を簡略化し、

簡体字を通じ識字率の向上を図ろうとした。これにより、中国は新しい正書法の改革に踏み

切った。 
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三つ目は、「漢語ピンイン方案」の策定と実施である。ラテン文字を使用して現代漢語音

を表記する「漢語ピンイン方案」は、1958 年 2 月 11 日に漢語の正音法として全国人民代表

大会（日本の国会に相当する）で承認された。 

四つ目は、1956 年 2 月に国務院は「普通話普及政策」を実施したことである。さらに政府

は普通話を明確に定義し、北京語音を標準音とし、北方方言を基礎語彙とし、模範的な現

代口語文の著作を文法規範とするものを「普通話」と呼んでいる。 

しかし共通語政策のなかに方言政策に関する記述は見つからなかった。 

そこで次に、中国の言語政策の 70 年史をまとめた周（2019）の論文を検討するが、この研

究によれば、方言と関わっている言語政策は３点ある。 

一つ目は、「中華人民共和国国家通用語言文字法」の第１６条に認められる。これによれ

ば、国家機関の職員が公務の遂行に必要なとき、国務院ラジオ・テレビ局または省レベルの

ラジオ・テレビ局が承認したとき、伝統劇・映画・テレビなどの芸術分野で使用する必要があ

るとき、さらには出版、教育、研究等に使用するために必要なときには、方言を使用すること

ができる。 

二つ目として、近代化と都市化の急速な進展に伴い、中国語の方言はかつてない速さで

変化し、方言が絶滅の危機に瀕し、地域文化の衰退を招いていることである。 

三つ目として、2015 年 5 月に中国の教育部（文部科学省に相当）と国家言語文字工作委

員会は「中国言語資源保護プロジェクト」を立ち上げ、全国規模の言語・方言資源調査、保

存、展示、開発、利用を中心とした様々な仕事を進めることを決定したことである。上記以外

のところで、方言はまったく言及されていない。 

言語政策研究には、「見える政策」の研究のみならず、「見えない政策」を研究する必要も

ある。政府はある政策に対して何を語り、何を語っていないのか、そしてある政策に対して何
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を行い、何を行わないのか、またある政策を語ったのが、実際に行われたかを検討する必要

がある。 

この点では、普通話普及政策に対して趙（2020）を初めとする一部の学者から、普通話に

だけ注目する政策への懸念が示されている。ある地域では普通話普及の行き過ぎにより方

言が取って代わられつつあることから、「方言」と「普通話」の双方を考慮に入れた地方主導

の言語政策を採る必要性があると考えられる（趙 2020）。 

また曹（2001）は、危機にある方言の原因を3点から整理する。まずは、言語政策の中で、

方言に関する法律の規定が明確でなく、方言の地位が低いこと。次に、学校、マスコミ、公

の場における方言使用が禁じられており、さらに家庭での方言使用も減りつつあること。三

つ目は、粤語を除き、ある方言に書き言葉はなく、あるいは書き言葉による文献は存在しな

いことである。 

中国ではこれまで、方言について明確な方針を示していなかったことから、曹（2001）を代

表とする専門家は言語政策における方言の位置づけと役割の明確化を求めている。 

2.2 上海における言語政策 

本節では、普通話普及政策の両翼である学校での方言禁止とマスコミの方言禁令とを中

心に論じる。 

（１）学校での方言禁止 

学校での方言禁止は、普通話普及政策と連動している。1949 年の新中国建国から 1978

年の改革開放までの上海における普通話普及政策を評価するには、史料が乏しく評価が

困難である。そこで 1980 年代以降の学校での方言禁止について検討する。 
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賓（2011）は、1950 年代半ばから 80 年代までの上海での普通話普及は、中央政府の期

待に応えたものではなく、形式的な対応をとることが少なくなく、方言は強勢にとどまったと

指摘する。また 80 年代に国内のさまざまな政治運動と連動して普通話普及が何度も再開さ

れたものの、成果はあまりあがらなかったと評価している。 

1984 年に杭葦は、『文字改革』専門誌に論文を発表し、学校生活において誰もがいつで

も、どこでも、どんな状況でも普通話を使うことが求められると初めて主張した。 

1990 年代に入ると、上海市の言語文字工作委員会（国家言語文字工作委員会の下部組

織）は法令「上海語言文字委員会および上海市教育委員会発行 1990 年第 1 号法令」を出

した。この法令にある普通話に関する要求は、以下のように確認できる。 

第一点としては、全ての学校で普通話を使用することが求められる。小中学校と幼稚園で

は授業や集団活動で普通話を使い、またさらに次第にあらゆる場面で普通話を使用するこ

と、そして中学校・高校では引き続き、普通話の使用拡大を図ることが求められている。 

第二点としては、国語教師や、1980 年以降に卒業した各教科の教師と幼稚園の教師は、

少なくとも普通話２級のレベルに達すべきである。その他の教科の教師も普通話で授業を

行うことが要求されている。また小中学生は普通話２級のレベルに達すべきであり、そのうち

の 30〜40％は普通話１級のレベルに達すべきである。 

第三点としては、規範漢字と普通話の使用は、授業の評価と教師の業務スキルを測る基

準として認められており、また優秀な学生を選抜する選考基準として用いられる。そしてそれ

に見合った表彰や奨励制度を確立することが求められている。 

  この「法令」を見ると、小中学校と幼稚園において、授業や学校の集団活動などあらゆる

場面で普通話を使うことが明確化されていることがわかる。これと同時に 1992 年から上海の

すべての小中学校では、授業の休み時間に上海弁を話すことが禁止された、さらに一部の
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学校では、授業の休み時間に上海弁を話すことの有無と、生徒の成績と教師の評価、およ

びクラスの表彰旗が関係付けられるようになり、その結果、多くの子どもたちは幼稚園から普

通話を使うようになった。これが 1990 年代以降の上海弁衰退の大きな要因の一つとなって

いると銭（2013b）は指摘している。この一方で銭（2013b）は、上海弁を学ぶ上で最も重要な

ことは、仲間同士でお互いに上海弁を使用する環境を作り、語彙力や言語技能を高めるこ

と、生徒が授業外でも上海弁を話す機会を増やすことであると指摘する。 

この他にも、王、趙、銭 （2013） は、1992 年以後、授業での上海弁使用は減点処分を招

くため、「学校での方言禁止」の影響を受けた若い世代において、上海弁の衰退が余儀なく

されたと分析している。しかも上海だけでなく、広州など中国の他の都市でもこのような「方

言使用による減点処分」（小田 2018、p.245）が行われている。このように学校での普通話使

用は、人々に「進了學校門兒, 就到了北京城兒。（学校に入れば、北京にいたかと思った）」

（王、趙、銭 2013、p.73)と冗談のように言われた。 

（2）マスコミの方言禁令 

2000 年代における「方言禁令」出現の背景には、「国家通用言語文字法」公布後の普通

話普及の圧力もあり、方言番組がブームとなるという動きもあった。ここでは、この二点につ

いて説明する。 

2000 年の全国人民代表大会（日本の国会に当たる）は「国家通用言語文字法」を可決し、

普通話の地位を民族共通語・国家通用語と明記し、普通話普及の法的根拠を明確に示し

た。この法律は、国家機関、学校、出版物、ラジオ・テレビ局、映画、公共の場の施設・看板、

広告、商品の包装・説明、企業・機関の名称、公共サービス業、IT 製品について適用される。 

このような言語法の下、各省と直轄市（日本の都道府県に相当する）は地域の実情に鑑

み、「国家通用言語文字法」実施方案の策定を始めることに踏み切った。上海では、「中華
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人民共和国上海市国家通用言語文字法の実施方案」が、2005 年 12 月 29 日に採択され、

2006 年 3 月１日より実施され、これにより上海での上海弁の使用が厳しく規制された。とりわ

けラジオ・テレビ番組での上海弁は制限され、普通話を使うことが要求された。ただし、オペ

ラ、映画、ラジオ・テレビ局などで上海弁を使用する必要がある時は、行政当局の許可のあ

る限り、上海弁を使用することができる。また今後、上海弁のニュース番組の放送は承認さ

れなくなることに加えて、上海弁の娯楽番組の放送は、テーマと番組の内容の違いによって

慎重に決定される場合がある。 

1990 年代から様々な方言番組が放送され、2002 年から 2007 年までのあいだに方言番

組が次々に現れ、とりわけ 2004 年から 2005 年にかけてそれはピークに達した。ブームの一

方では、さまざまな問題が起こっている。方言番組の低俗化や娯楽化傾向が強く、コミュニ

ケーションの障害が生じ、共通語の規範性や純粋性が損なわれ、普通話の普及という国策

とある程度相反すると批判されている。 

2009 年 8 月 12 日に国家ラジオ・テレビ総局の公式サイトで、「方言制限令」が改めて発

表され、地方のオペラを除き、ドラマにおいて、革命や歴史の雄大なテーマのドラマ、子ども

向けのドラマ、宣伝・教育に関するドキュメンタリーにおいて、すべて普通話を使用すること、

テレビに登場する共産党指導者は普通話で話さなければならないことが決定された。この

「方言制限令」は「方言禁令」と呼ばれている。 

小田（2019）は、国家ラジオ・テレビ総局は方言番組に対する厳重な取り締まりを行うつも

りはないが、行政の言語政策部門とラジオ・テレビ部門の間に普通話普及の政策について

理解の違いがあり、それが政策転換の一要因になっていると推測している。とりわけ地方政

府のリーダーたちは「方言禁令」を昇進の一つの政治的業績として推し広めたため、この措
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置が行き過ぎたおそれもある。また兪（2018）は、俯瞰的な視野からみて、地方の方言番組

には、非常に下品で、しかも放送を禁止すべき番組があるとも指摘している。 

ところで小田（2019）と兪（2018）の研究は、中国の高齢者を対象化していない。1999 年、

中国の総人口のうち、普通話を話すことができる人の割合は 53.06%であった（「人民日報」

2014 年 09 月 24 日 12 版）。2014 年の時点でも、高齢者を中心に、普通話を話せない人

口が総人口の 30％（約 4 億人）を占めていた。ところで 2021 年 6 月 2 日に、中華人民共和

国教育部は、中国における普通話の普及率が 80.72％に達したと発表している（中国教育

部）。しかし、高齢者の割合については、特に明言していない。そもそもなぜ高齢者は普通

話を学ばなければならないだろうか。中国はすでに高齢化社会に入り、高齢者に寄り添える

社会の構築が大きな課題となっている。実際のところ、高齢者の娯楽生活と直接に関わる方

言番組はすべて取り締まるべきなのか、今後検討を深めることが求められる。 

管見の限りでは、家庭と学校は若者の主な二つの方言の使用の場であり、学校での方言

禁止により方言の使用の場は制限される。これは、銭（2013a）と王、趙、銭 （2013）、また小

田（2018）の研究結果と一致して、学校での方言禁止と若者の上海弁の継承には相関関係

があるのではないだろうか。一方で、マスコミの方言禁令は高齢化社会の到来と相まって高

齢者の言語生活に影響を与えるのではないか。 

2.3 まとめ 

この章では、国家レベルの言語政策が、普通話の推進を中心に行われ、方言に関する

明確な方針を示さなかったことを確認した。そして学校での方言禁止とマスコミの方言禁令

の考察を通じ、若者における上海弁の継承との相関関係や、高齢者の言語生活に影響を

及ぼす可能性を検討した。 
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第三章 NGO・NPO 組織の言語政策に関する取り組み 

この章では、NGO・NPO 組織の言語政策に関する取り組みを紹介する。ユネスコの「岳

麓宣言」の採択による言語政策転換の可能性、言語の規範化に必要な 2 つの要素、正音

法および正書法と関わる上海弁の「ピンイン」方案、教材と辞書について論じる。それらの取

り組みにより上海弁の衰退を軽減する可能性を検討する。 

3.1  NGO・NPO 組織の言語政策に関する取り組み 

この節では、ユネスコの「岳麓宣言」を中心に論じる 

2018 年 9 月、中国湖南省の省都長沙でユネスコと中国政府が共催した第 1 回世界言語

資源保護大会において、ユネスコおよび各国政府、学術機関の専門家、学者の代表が議

論し、言語多様性の保護に関する「岳麓宣言（草案）」を採択した。 

2019 年 1 月 18 日、ユネスコは公式サイトを通じて「岳麓宣言」を正式に発表した。2019

年 2 月 21 日に、中国教育部（日本の文科省に相当する）、ユネスコ中国事務所、中国ユネ

スコ国内委員会、中国国家言語文字工作委員会は共同記者会見を開いた。「岳麓宣言」は、

「言語多様性の保護」をテーマとしたユネスコ初の宣言で、「方言」について以下六つの点

に論及している。 

まず、従来の宣言は「方言」という用語を避けて使わなかったが、今回の宣言は「絶滅危

惧言語、言語的マイノリティ、先住民言語、公用語でない言語、方言の母語話者」の順で並

べ、方言は「絶滅危惧言語、言語的マイノリティ、先住民言語、公用語でない言語」と同じよ

うに扱われている。また、「各国政府代表と言語政策当局、学界、代表的な文化人、情報・

記憶機関、公共・民間機関、絶滅危惧言語・言語的マイノリティ・先住民言語・公用語でない
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言語・方言の母語話者およびほかの専門家は、この宣言（言語多様性の保護をテーマに）

を採択した。」の文言と言語多様性の保護という宣言のテーマを組み合わせると、「宣言」に

おいて言語の多様性の保護には方言の保護も含まれていることが読み取れる。 

二つ目として、方言の保護だけでなく、方言の継承も強調された点が挙げられる。 

三つ目として、言語多様性の保護及び促進は、方言の母語話者の潜在能力、行動力、

地域主体性を向上させることに役立つことと指摘されている。 

四つ目として、方言を含める言語多様性の保護・促進は、経済の発展に役立てること。 

五つ目として、方言母語話者の教育を受ける権利を保障すること。 

六つ目として、方言の保護と継承のための新たな方法を模索することが述べられている。 

小田（2020）は、この宣言が中国の言語政策を支持していると主張し、さらにこの宣言を通

じて、中国が国際的な影響力を強め、言語政策の分野で主導的な役割を希求していると分

析する。 

 この「岳麓宣言」は中国政府とユネスコと共同で樹立した宣言である。「絶滅危惧言語、

言語的マイノリティ、先住民言語、公用語でない言語」を含める言語の多様性を守るという点

で法的拘束力を有すると考えられる。それは、以下の理由から説明できる。「光明日報」

（2019 年 02 月 22 日 08 版）によれば、国家言語委員会は専門家を呼び集め、宣言の草案

を作り、2018 年 6 月にユネスコに草案を提出した。2018 年 9 月のユネスコ総会は、最初の

中国側の草案の内容を十分に取り入れた草案を作成した（「光明日報」2019 年 02 月 22 日）。

「国家通用言語文字法」によると、国家言語委員会は、中国の言語政策を立案・実行する唯

一の公的機関である。その主な機能の一つは、言語文字に関する法規、規範などを策定し、

検査・監督を実施することである（朱爾明編 2006）。この「宣言」は中国教育部、ユネスコと中

国国家言語文字工作委員会によって採択された。さらに「中華人民共和国憲法」と「国家通
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用語言文字法」によれば、すべての民族は自分の言語・文字を使用・維持する権利を持っ

ている。言い換えると、中国における「絶滅危惧言語、言語的マイノリティ、先住民言語、公

用語でない言語」の母語話者は自分の言語・文字を使用・維持する権利を有するのである。

この点から見ると、「宣言」に記載した「絶滅危惧言語、言語的マイノリティ、先住民言語、公

用語でない言語」を含めた言語の多様性を守るということは、中国の憲法に記された「すべ

ての民族は自分の言語・文字を使用・維持する権利を有する」という内容と一致することから、

「宣言」は一定の法的拘束力を有すると考えられる。しかしながら中国憲法に方言に関する

明確な記述が見つかないため、「方言」の母語話者が自分の方言・文字を使用・維持する権

利を有するかどうかは不明である。 

とはいうものの、従来の国家レベルでの言語政策は方言の多様性を守ることにまったく言

及していない。「岳麓宣言」は、国家言語委員会の言語政策の基本方針に変化があることを

垣間見させる点で、中国の方言保護にとっては画期的である。 

さらに、この宣言には二つの「価値」がある。アレント（1994）によると、ものには、「交換され

る目的のための市場価値(marketable value)」とその物に「固有の自然の真価(natural worth)」

（アレント 1994）という二つの側面がある。このゆえこの指摘をもとに考えると、この宣言には

「政治的打算」と「人類の普遍的な価値」という二つの「価値」があるといえよう。小田（2020）

は、宣言が「人類運命共同体」という用語を計 3 回使用していることに「政治的打算」の価値

を認めている。また王（2019）は、習近平が 2013 年 3 月に初めて打ち出した「人類運命共同

体」の概念が、今回の宣言に取り入れられたことを評価している。この点について小田（2020）

は、「中国的特徴が色濃く表出している部分」（小田 2020、p.185）と評している。 

また、「言語の多様性」という「普遍的価値」についても看過できない。「岳麓宣言」の成立

以前に、言語の多様性をテーマとするユネスコの「宣言」は存在しなかった（王 2019）。ユネ
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スコの「文化的多様性に関する世界宣言」（2001）は、2 カ所で言語の多様性に触れている。

一つ目は行動計画の第 10 項目「サイバースペースにおける言語の多様性を振興する」（ユ

ネスコ 2001）である。二つ目は、行動計画の第 6 項目「母国語を尊重しつつ、教育のあらゆ

る段階において、可能なかぎり言語の多様性を奨励し、低年齢からの複数の言語学習を促

進する。」（ユネスコ 2001）である。しかしながらこの宣言は文化的多様性をテーマとするもの

であり、言語の多様性に直接関わるものではない。 

また「文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約」（2005）は「言語的多様性は

文化的多様性の基本的要素である」（ユネスコ 2005）と強調したが、「条約」の目的は「文化

的表現の多様性を保護し、及び促進すること」（ユネスコ 2005）である。ただしこの条約は法

的拘束力を有する。「中国は、2007 年 1 月 30 日に東アジアで初めて文化多様性条約を批

准し、同年 4 月 30 日に国内で発効した」（清水、井上、角田 2020、p.33）。この「条約」によ

ると、「国家は、国際連合憲章及び国際法の原則に従い、自国の領域内で文化的表現の多

様性を保護し、及び促進するための措置及び政策を採用する主権的権利を有する」（ユネ

スコ 2005）。今回の「岳麓宣言」は「文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約」

（2005）を振り返り、その文化的多様性の基本的要素である言語的多様性の重要性を強調

した。 

また、これまで中国の言語政策と異なり、「岳麓宣言」は、言語の異なる人たちに平等の

権利を与え、方言話者に対する平等で質の高い雇用機会を増やすと強調する。しかし、こ

れは中国で長期間にわたって行われてきた言語の貧困扶助政策と相反する。言語の貧困

扶助政策とは、人々に普通話を教え、方言による貧困から退出させ、豊かにすることを目指

す。 
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最後に、「宣言」の成立は、標準語と方言といった言語間の身分格差の問題と向き合うこ

とにつながる。「言語とは、陸軍と海軍に使用されている方言のことである。」（Weinreich 

1945、p.13 拙訳）というヴァインライヒの発言が示したのは言語と政治の関係であり、ある方

言が政治権力により言語（標準語）として選ばれたら、残った方言がこの言語によって支配さ

れ抑圧され、これにより「言語間の身分格差」が生じる。これまでは、標準語の地位が方言よ

り高いと認識されており、「言語間に社会的優劣は遍在する」（ましこ 2014、p.38）と考えられ

てきた。しかし標準語の地位が高いとは言え、言語の多様性を承認するならば、「言語間に

本質的優劣はない」（ましこ 2014、p.38）。中国では、普通話は標準語と国家通用語の地位

を有する。それに対して方言の役割は明確ではない。「岳麓宣言」は、方言と標準語の身分

格差の問題において、社会主義の中国に「不確実性の種」をまいた。中国政府がこれからど

う対応するのかが注目し続ける必要がある。 

この宣言が採択されて以来、中国の言語政策に変化の兆しが見られるようになった。王

(2019)は、中国政府が「宣言」の実現に向けて、中国言語資源保護プロジェクト第二期に取

り組み、普通話および規範漢字を継続的に押し広める一方で、中国における方言と言語的

マイノリティーの言語資源を保護し、言語資源の開発および利用を促進していると強調する。 

3.2 上海弁の「ピンイン」、教材と辞書 

 正音法および正書法、つまり、音声と関わる表記法と書記言語の有無は、上海弁の規範

化に欠かせない 2 要素である。もちろん、文学作品も看過できない。正音法にはピンインの

作成が関わり、正書法には辞書の作成が関わる。そこでこの節では、言語学的手法を用い

て、呉語協会と呉語学堂の上海弁「ピンイン」の実現可能性を中心に検討する。 
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呉語協会は 2009 年 4 月 15 日に成立した呉語保護の初の NPO 団体であり、サイトでは

上海弁「ピンイン」を含める呉語の各下位方言「ピンイン」、呉語の字典・辞書、呉語の入力

法などが紹介されている。 

呉語学堂は、呉語保護に関わるもう一つの NPO 団体であり、サイトは 2016 年から公開さ

れている。呉語学堂によって作られた呉語ピンイン方案もある。その公式サイトを通じて呉語

の各下位方言の字音と単語をすぐに調べ、無料で利用することができる。また、呉語のデジ

タル化を促進するための入力法など、実用的なツールも提供している。 

呉語には独自のピンインがあり、現代漢語のピンインに頼らずとも正確に表記することが

できる。清朝末期から現在に至るまで、呉語のピンインは、趙元任による呉語音韻ローマ字、

教会呉語ローマ字、現代呉語ラテン式ピンインなど、合計十数種類が存在している。 

上海弁に目を向けると、上海弁のピンイン方案は音素のまとめ方によって異なるので公式

の方案がなく、現在大きく３つに分類されている。すなわち、国際音声記号と実際の音価に

基づく「現代呉語ラテン式ピンイン」、国際音声記号と呉語全体の音素体系に基づく「通用

呉語ピンイン」、および現代漢語ピンイン方案をベースに上海弁の音韻特徴に合わせて修

正した「上海弁ピンイン」との三種類である。呉語協会の呉語「ピンイン」と呉語学堂の呉語

ピンイン方案は「通用呉語ピンイン」の代表である。 

言語政策の本体計画は正音法や正書法を制定するなどを立案、実施する（秀 2013）。本

章では NGO・NPO 組織の言語政策を取り上げ、なかでも呉語協会と呉語学堂によって作ら

れた上海弁「ピンイン」の音素のまとめ方を分析し、上海弁の正音法への取り組みを紹介す

る。 

（1）呉語協会の上海弁「ピンイン」 
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呉語協会の上海弁「ピンイン」は、尖団音の区別ができる中派（中年層が使用）の上海弁

の音韻体系を用いる。 

「尖団の合流」（表 1）は漢語近世音における重要な話題の一つと考えられる（中村 2010）。

漢語ピンインの「j」「q」「x」で表される音が、明朝以前は二つの音素であったが、清朝中期以

降にその対立を失って一つの音素に合体した。そのうち、[tsi]、[ts‘i]、[si]などは「尖音」、

[ki]、[k‘i]、[hi]などは「団音」と呼ばれる。呉語協会は尖団音の区別ができる中派の上海弁

の音韻体系を取り入れたのは、「尖団の合流」の前の漢字音を保存しようとしたからである。 

表１ 漢語の尖団音 （中村 2010、p.1） 

 

遊（2019）によれば、上海弁の中には、年齢によって、老年層が使用する旧派、中年層が

使用する中派、若年層が使用する新派の違いがある。 

 

旧派上海弁:声母 27 個、韻母 51 個、声調 6 個(陰平、陰上、陰去、陽去、陰入、陽入) 

中派上海弁:声母 28 個、韻母 43 個、声調 5 個(陰平、陰去、陽去、陰入、陽入) 

新派上海弁:声母 28 個、韻母 32 個、声調 5 個(陰平、陰去、陽去、陰入、陽入)  
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呉語協会の上海弁「ピンイン」の声母（表 2）を説明すると、計 32 個であり、[ʑ]声母は含ま

れていない。この声母表では、ピンイン記号、例字、国際音声記号の順で並んでいる。 

 

ここで注目すべきなのは、二種類の鼻音の対立である。表 3 に示したように、朱（2010）は、

第一種の鼻音が喉頭化を伴い、第二種の鼻音が息もれ声（breathy voice）を伴うと指摘して

いる。それに対し、曹(1990)は、喉頭化と息もれ声（breathy voice）が子音自身の区別ではな

く、これらの子音に後続する母音の音声特徴であると考えている。また、遠藤（2011）は、「鼻

音・流音が陰調にも陽調にも現れることもあり、その場合、呉語のように陰調は喉頭化を伴い、

陽調は breathy voice で頭子音・母音が発音される現象も見られる」（遠藤 2011、p.45）と指

摘する。 

もし二種類の鼻音の対立をなくし、dz[dz]声母も含めると、前述の中派の声母数（28 個）と

一致する。 

表 3 呉語の二種類の鼻音の対立 （朱 2010）を参考に筆者が作成 
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韻母表（表 4）において、ピンイン記号、例字の順で並んでいる。声調に関する説明がつ

いていない。 

表 4 呉語協会の上海弁「ピンイン」の韻母表 呉語協会を参考に筆者が作成 

 

（2）呉語学堂の上海弁「ピンイン」 

呉語学堂の上海弁「ピンイン」は、『上海市区方言志』（1988 年）に収録された中派の音韻

体系をもとに作られたものである。「声母表、韻母表、声調、綴のルール」と題された四つの

部分によって構成される。 

表 5 呉語学堂の上海弁「ピンイン」の声母表 （呉語学堂） 
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声母表（表 5）には、子音が計 28 個ある。国際音声記号、ピンイン記号、例字の順で並ん

でいる。ここでは、三つの注意点について解説する。 

一つ目は、この音韻体系には [dz]子音はない。なぜならば、現代の上海弁や蘇州弁は、

いずれも従母[dz]と邪母[z]の区別がつかない。顏之推の『顏氏家訓·音辭篇』には、「南人

以錢（從母）為涎（邪母），以石（禪母）為射（船母），以濺（從母）為羨（邪母），以是（禪母）

為舐（船母）。（南方の住民にとっては、銭と涎、石と射、濺と羨、是と舐の音声区別がもはや

つかなくなった）」（中国哲学書電子書籍計画）とある。平山（1975）は、従母と邪母の合流は、

六朝末期南方音の特色の一つであると指摘する。陳(2020)は、北部呉語（上海弁を含める）

で起こった「從、邪、澄、崇、船、禪」のような声母[dz]と[z]の混同は文白異読の現象を反映

していると述べている。[z]は白読で、[dz]は文読であり、文読は当時の呉語地方の強勢方言

である杭州弁に由来した字音ではないかと思われる(陳 2020)。 

二つ目は、漢語ピンイン方案と異なり、この音韻体系では、[b]、 [p] 、[pʰ]の有声音、無

声無気音、無声有気音の対立があるので、表記するときは、国際音声記号に近い b[b]、 
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p[p] 、ph[pʰ]で表す。それに対して漢語ピンイン方案では、[p] 、[pʰ]を b[p] 、p[pʰ]で表す。

この点から見れば、呉語学堂の上海弁「ピンイン」は、上海弁ならではの音韻特徴を考慮に

入れた一方で、漢語ピンイン方案にこだわず、より使用者の角度に立って作られた「ピンイン

方案」である。 

三 つ 目 は 、 [m][n][l][ȵ][ŋ] こ の 4 つ の 子 音 は 、 実 際 に [ʔm][ʔn][ȵl][ʔŋ] と

[mɦ][nɦ][lɦ][ȵɦ][ŋɦ] という二つに分けられる。これは前述の呉語協会の分類と一致してい

る。ただし、声母表の音素を減らすために表に載せていなく、注の中で記載する。 

表 6 呉語学堂の上海弁「ピンイン」の韻母表 （呉語学堂） 
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韻母表（表 6）には、韻母が 43 個ある。国際音声記号、ピンイン記号、例字の順で並んで

いる。 

表 7 呉語学堂の上海弁「ピンイン」の声調表 呉語学堂を参考に筆者が作成 

陰平 ５３ 陰去 ３４ 陰入 ５ 

陽去 ２３ 陽入 １２ 

調類 調値 ピンイン記号 例字 
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陰平 ５３ １ 刀槳司東剛知 

陰去 ３４ ５ 島到獎醬水四 

陽去 ２３ ６ 桃導道牆象匠 

陰入 ５ ７ 雀削說踢足筆 

陽入 １２ ８ 嚼石局讀食合 

 

声調表（表 7）には、声調が 5 個ある。陰上と陰去が合流する。陽平、陽上と陽去が合流

する。 

綴のルールに関しては、一つ目、声母 gh の後に i で始まる韻母の場合、ghi は y と略され

る。例えば「有」yeu6、「藥」yaq8。ただし、i の後に母音がない場合は、yi となる。例えば、「移」

yi6、「営」yin6、「葉」yiq8。 

二つ目、iu で始まる韻母の場合、ghiu は yu と省略される。例えば、「雨」yu6、「雲」yun6。 

三つ目、u で始まる韻母の場合、ghu は w と略記される。例えば、「回」we6、「王」waon6。

ただし、u の後に母音がない場合は、wu となる。例えば、「胡」wu6 。 

上記の「綴のルール」は、明らかに「漢語ピンイン方案」を参考にしたものである。「漢語ピ

ンイン方案」では、声母のない i で始まる韻母の場合、例えば、「i（衣）、a（呀）」は「yi（衣）、

ya（呀）」に書くことになる。 

総じて言えば、呉語協会から生まれたのち、呉語学堂により改良された上海弁「ピンイン」

は「漢語ピンイン方案」に類似しているため学習者にとって親しみやすく、そしてこの「ピンイ

ン」は呉語全体の音韻特徴を考慮しながら、上海弁に起こった音変化に対応している。また、

上海弁「ピンイン」と関連する呉語のデジタル化を促進するための入力法など、実用的なツ
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ールも提供している。このように、単に話されている上海弁だけでなく、オンラインで誰でも

書ける上海弁になる。 

（3）上海弁の教材と辞書 

2012 年に出版された『小学生のための上海弁』は、小学生向けの初の上海弁テキストで

ある。この教科書は生徒の発達段階に合わせて、簡単なものから複雑なものへと段階的に

配列されており、本にはイラストおよび CD-ROM がついているので、小学生によく使われる

単語と文を少しずつ覚えさせ、日常会話程度の上海弁を学ばせることができる。 

この教材は、上海の文化を伝え、自分の考えを上海弁で表現できるように、上海の物語

や童話、民謡、上海オペラを学ぶことに重きを置く。教材の「銭ピン」という上海弁ピンインは、

上海弁を話す先生や親たちが正確な発音を子どもに教えるためのものであり、錢乃栄によ

って作られた。 

また、2013 年に出版された『新上海人のための上海弁』は、新上海人をターゲットにして

いる。移民社会である上海では、上海弁を学ぶことで、上海文化への理解が深まると著者は

考えている。 

そのほか、金宇橙は上海弁による小説の『繁花』を著し、2015 年に第 9 回茅盾文学賞を

受賞した。『繁花』は、戦後、文化大革命、高度経済成長期という三つの時期に上海に生き

る 3 人の少年の過去と現在を描く小説で、2022 年には浦元里花が日本語訳を出版し、全編

の上海弁は関西弁で訳されている。 

上海弁の辞書をみると、2007 年に発売された『上海弁大辞典』は、15000 語を収録した上

海弁の大辞典で、外国人や非母語話者でも上海弁を正しく発音できるように、すべて国際

音声記号で表記している。『上海弁大辞典』では、「対応する漢字のない単語」に対して、

『廣韻』、『集韻』などの韻書（漢字をその韻によって分類し、漢字の解釈がついた辞書）に基
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づき意味的及び音韻的に合致している、もしくは最も似通っている単語、すなわち「本字」を

考証する方法が用いられる。梅（1995）は、方言学における漢字の本字を考証する基本的な

方法に「覓字法（字を探し訪ねる方法）」という名称を与えた。しかし、時には古い言語層の

上に言語層が何層も重なった複数の発音を持つ漢字に遭遇することもある。例えば、日本

語の「明」は、呉音で「ミョウ」、漢音で「メイ」、唐音で「ミン」と呼ぶ。この「明」は呉音、漢音と

唐音この三つの言語層、すなわち言語層の重なった複数の発音を持つ漢字の一つである。

そこでは単純な「覓字法」が効力を発揮しないこともある。そこで梅は、本字を考証する新し

い方法として、「覓音法（音を探し訪ねる方法）」を提案した。この方法によれば、本字を考証

する前に、まず方言全体の言語層を分け、各言語層と方言音韻の対応法則を探し出し、次

に方言の発音によって字音が属する言語層を決定し、最後にその言語層で本字を考証す

る。 

『上海弁大辞典』において、「藏東西（物を隠す）」的藏（隠す）」は上海弁で「kang」と発音

されるが、「覓字法」によると、『集韻』には「囥、口浪切、音亢、藏也。（囥という字は、口という

字の声母と同じで、浪という字の韻母と声調と同じであり、音を表す部分5は亢で、藏という字

の意味と同じである）」（『新華字典』）とあるので、今回は「囥」と記録されている。「吃飯夹小

菜（ご飯を食べるとき（お箸で）野菜を挟む）」の「夾（挟む）」は上海弁で「ji」と発音されるが、

『集韻』には、「搛、堅嫌切、音兼、夾持也。（搛という字は、堅という字の声母と同じで、嫌と

いう字の韻母と声調と同じであり、音を表す部分は兼で、夾、持という字の意味と同じであ

る）」（『新華字典』）とある。そのため、「搛」と記録されている。その他、本字が存在しない単

語については、複数の専門家に意見を尋ね、『現代漢語辞典』から一つ特定の文字を選択

することになる。例えば、「biao」出來(飆出來イコール射出來（噴出してきた）)の「biao」の当

 
5 漢字の形声文字には、音を表す部分と意味を表す部分がある。 
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て字として「飙」が選ばれている。当て字を選ぶとき、上海弁と発音が類似している漢字が要

求されている。 

2009 年、第 2 回上海方言国際シンポジウムにおいて、多くの言語学者が『上海弁大辞典』

を見直し、「語れるが書かれない」52 の単語に特定の漢字を与えた。例えば、「躲藏（身を隠

す）」という意味の「ya」は「迓」と書き、「背曲」は「佝」と書き、 「倔強」を表す言葉は「艮」と書

き、「气喘」を表す言葉は「吭」と書くことになる。ついに上海弁の「書き言葉のない歴史」に

別れを告げたのである。 

もし、呉語協会と呉語学堂の上海弁ピンインの策定は、「正音法」を作成する試みである

ならば、『上海弁大辞典』の刊行は、上海弁の標準化が喫緊の課題として推進され、「正書

法」や「正音法」などの規範化が着々と行われたことの証拠であると理解できる。 

3.3 まとめ 

この章では、NGO・NPO 組織の言語政策に関する取り組みを紹介した。まずは NGO 組

織であるユネスコの「岳麓宣言」の採択によって、方言の保護と継承が課題として挙げられ、

中国の言語政策における変化の兆しが現れたことがわかった。そして上海弁の規範化に

必要な 2 つの要素、正音法および正書法と関わる上海弁の「ピンイン」方案、教材と辞書に

ついて論じ、NPO 組織である呉語協会と呉語学堂の「上海弁ピンイン」の策定、および『上

海弁大辞典』の刊行により、上海弁の標準化が喫緊の課題として推進されたということがわ

かった。それら民間の取り組みにより上海弁の衰退を軽減する可能性が生まれている。 

 

  



 

40 

第四章 家庭における言語計画 

この章では、まずは移民都市・多言語都市の上海の実態を踏まえ、個人における多言語

主義と社会における多言語主義の区別を確認する。そして新老上海市民への半構造化イ

ンタビュー調査を通じ、新老上海市民の家庭や個人の言語使用と言語選択、アイデンティ

ティ、言語態度と言語意識という三つの側面を分析し、上海弁の衰退原因を検討する。さら

に家庭の言語計画から見る上海弁の衰退について論じ、その衰退を軽減するために、今後

の上海の家庭における言語計画の可能性を考える。 

4.1 移民都市・多言語都市の上海 

  この節では、移民都市・多言語都市の上海について、また個人における多言語主義と社

会における多言語主義について論じる。 

（１）移民都市の上海 

上海は今や事実上の移民都市となっている。表 8 は上海の常住人口6の変化である。

2020 年上海の常住人口（約 2487 万）のうち、中国ほかの省（日本の県に当たる行政地域）

や直轄市（日本の政令指定都市と類似している）からやってきた外来人口はおよそ 1050 万

人で、人口の 42.1％を占めている。残った約 1400 万人（表 8）のうち、「新上海市民」、すな

わちもともと上海以外の出身で、上海の戸籍をとって新しい上海人になった割合は半数以

上で、改革開放の以前に上海に居住または移住した人とその子世代、すなわち「老上海市

民」7の割合は想像よりもずっと低い。 

 
6 中国の各種統計における「常住人口」とは、調査日時の午前 0 時に調査地域内の住居に５か月以上に渡

って住んでいるか、又は住むことになっている住人（常住者）の人口である。（中国政府） 

7 1949 年初め、上海の 636 平方キロメートルの土地に、すでに 540 万人が居住している。（牟 2020） 
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表 8 上海の常住人口変化図  （上海市政府公式サイトより） 

 

また、上海の歴史からみて、下の表 9 と表 10 の旧上海の人口変化を説明すると、1885 年

から1935年まで、旧上海「租界」の上海本籍地人口の割合はおよそ20％で、旧上海「華界」

の上海本籍地人口の割合もおよそ25％で、旧上海の租界・華界においても、常に非本籍地

人口（外国人を含む）が多い。 
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鄒(1980)を参考に作者が作成 

上海の外国人に関しては、上海の外国人常住人口（表 11）を説明すると、時系列で 2018

年では、およそ 17 万人になり、一番多いのは日本人、韓国人とアメリカ人であり、上海は中

国で外国人が最も多い都市の一つである（上海市 2020 人口調査）。 

表１１ 上海の外国人常住人口  上海市政府を参考に筆者が作成 
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上海は外来人口が最も多い一級行政区（省・直轄市・自治区）で、およそ 1050 万人で、

人口の 42.1％を占めている。そこで注意すべきなのは、上海の外来人口の主な出身地であ

る。表 12 の上海における外来人口の構成を説明すると、安徽省(23%)、江蘇省(17%)、河南

省(13%)、四川省(5%)、浙江省(5%)、江西省（5%）、山東省（5%）、湖北省（4%）などの人口順位

である。すなわち、言語分布をみると上海では、呉語（江蘇省、浙江省）、官話（河南省、四

川省、山東省）、贛語（江西省、安徽省西南部）、湘語（湖北省）などが使われている。 

表 12 上海における外来人口の構成  第 7 回人口調査を参考に作者が作成 

 

（２）多言語都市の上海 

外来人口によって人口の多様性が拡大したとともに、言語・文化の多様性も際立っている。

上海の言語多様性は、さまざまな言語を話されているだけではなく、方言の驚くほどの多様

性も示している。 
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しかしながら、多言語都市の上海において、言語・文化の多様性に対する態度は曖昧で

ある。「上海の多元的文化政策は、社会の現実に対しては、まだまだ十分ではない」（郭

2007、p.107)。上海の外来人口に向けた統合政策についても、学士学位を有していない外

来従業員と、高度人材あるいは学士学位を有するものに分けた関連政策を実施しており、

高度人材が地元住民と同様に雇用、教育、社会保障などの公共サービスを享受することが

できる反面、外来従業員の社会保障制度の構築は不十分なので、地元住民と十分な統合

がなされていない（鍾 2014）。 

また、多言語都市の上海は、「社会において多言語状況を容認する理念」（庄司、2013、

p.20）や、「多言語状況を奨励し、さらにそれらの平等な使用や維持を法や政策によって保

障しようとする理念」（庄司、2013、p.20）を共有するヨーロッパ流の多言語主義社会ではな

い。ヨーロッパ流の多言語主義社会も完全無欠なものでもない。多言語主義の観点から見

れば、全ての言語が平等であると認識しているものの、経済的影響力や職業などを考慮に

入れると、人気のある言語と人気のない言語、あるいは大言語と小言語、文明語と土着語な

どに分類されている。 

さらに多言語社会とは単に「多くのことばが使われている」 ということだけではない。多言

語性を論じるときには、「多言語状況、多言語能力・多言語使用、多言語主義・多言語政策、

意識上の多言語性」（庄司 2013、p.14）という４つの視点を忘れてはいけない。その中で社

会と関わるのは「社会の多言語状況、社会の多言語主義・多言語政策」であり、個人と関わ

るのは「個人の多言語能力・多言語使用、個人の意識上の多言語性」である。   

その中でも多言語主義とは、「複数の言語の知識や特定の社会で異なる言語が共存して

いる状態」（福田 2017、p.102）を指す。この定義を見ると、多言語主義には、個人に関連す
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る「複数の言語の知識」と、社会に関連する「異なる言語が共存している状態」の二つの側

面がある。 

そこで本章では、移民都市・多言語都市の上海の実態を踏まえ、「個人における多言語

主義8」と「社会における多言語主義」とを区別することを提案する。「社会における多言語主

義」とは「多言語状況、多言語主義・多言語政策」（庄司 2013、p.14）を指し、社会レベルの

言語使用に関する内容である。ある社会において、異なる言語が使用される状況であるか

どうか、多言語状況を容認・奨励し、または複数の言語を公用語として認める多言語主義の

言語政策をとっているのかどうかはそのポイントである。それに対して「個人における多言語

主義」とは「多言語能力・多言語使用、意識上の多言語性すなわち多言語意識」（庄司 2013、

p.14）を指し、個人レベルの言語使用に関する内容である。ある人が何ヶ国語をできるのか、

また自由に切り替えることができるのか、そしてある言語に対してどうな言語意識を持ってい

るのが、その重点である。 

「社会全体」の言語使用は言うまでもなく非常に重要であるものの、全ての社会は一人一

人によって構成されている。このゆえ、「一人一人の個人」の言語使用を考察することも欠か

せない。 

中国における「社会全体」の言語使用に関わる言語政策を見ると、国務院による「新時代

の言語文字工作の全面的強化に関する意見」（中国政府）によれば、2025 年までに中国に

おける普通話の普及率を 85％に高める目標が示されている。このように普通話普及政策の

方針が短期間で変わる可能性が考えにくいということを踏まえ、本章では、「社会全体」の言

語使用ではなく、「一人一人の個人」の言語使用に注目し、個人・家庭における言語計画に

焦点をあてて論じる。 

 
8 本稿では、複言語主義と多言語主義の分類を用いず個人と社会との多言語主義を区分する。 
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4.2 新老上海市民の言語生活の半構造化インタビュー調査 

この節では、家庭・個人の言語使用と言語選択、アイデンティティ、言語態度、言語意識

から新老上海人の言語生活を分析し、上海弁衰退の原因について検討する。 

（１）調査のねらいと概要 

本章では、移民都市・多言語都市の上海に居住している新老上海人が①家庭・個人の

言語使用と言語選択をどのように認識し、②上海人アイデンティティをどのようにとらえるの

か、③どのような言語態度や言語意識を持っているのか、④上海弁の危機に瀕した原因を

どのように考え、⑤どのように上海弁を守るのかを上海人の「語り」から明らかにする。新老上

海市民の語りに注目するのは、当事者である「新老上海市民」の社会ネットワークと社会資

本、経済状況、居住の分布や生活習慣と行動の差異、公共サービスと社会保障の違い、そ

してお互いの競争と矛盾などが上海弁の生態に影響を与えていると考えられるからである。 

「語り」の考え方は、社会構成主義（social constructionism）」に基づいている。これは、

「世界やいわゆる「事実」というものは誰しもに同じ客観的な姿で立ち現れる「外部世界」で

はなく、それぞれの認識主体によって構成されるとする立場である」（中尾 2021、p.130）。

我々の現実社会は個々人によって構成される社会であるが、これまではあるモデルを構築

し、社会の構造を解明しようとした。このようなモデルでみる社会は、個々人の特徴を捨象し、

成員の間の等質性・いわゆる客観性を抽出しようとする多数派に合わせた社会的システム

であり、現実の社会ではない。 

また「言語態度」と「言語意識」の定義については次の定義を参照する。 
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「言語態度（ language attitudes ）とは言語に関連して生み出されるあらゆる感情や信念の

ことを指し、社会言語学および社会心理学の分野では、標準変種や非標準変種へ抱く心象

や評価等の分析が研究分野のひとつとしてあげられる」(行森 2014、p.105)。 

 

それに対して、「言語意識」という用語には二つの解釈がある。 

 

①「言語意識とは、言語の性質と人間生活における言語の役割に対する人の感受性と認識

である」(拙訳、Donmall1985、p.7)。 

②「言語意識とは、言語に関する明示的な知識、および言語学習、言語教育と言語使用に

おける認識と感性である」(拙訳、Association for Language Awareness2006)。 

 

上記の解釈を踏まえて、本稿では、「言語態度」を他の方言や言語に対する態度と定義し、

「言語意識」を母語や母方言に対する意識と定義する。 

本研究は、上海に居住している新老上海人を対象に、普通話を用いて一人 20 分～30 分

ほどの半構造化インタビュー形式による調査を 2022 年 10 月より 11 月にかけて実施した。

調査協力者は合計６名(老上海人 2 名、新上海人 4 名)である。インタビューは協力者の許

可を取った上で録音し、文字起こしを行い、分析し、最後に日本語に訳した。本節では、老

上海人 2 人（A さん、B さん）と新上海人 4 人（C さん、D さん、E さん、F さん）のデータをも

とに、議論と考察を進める。 
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A さん（女性、20 代前半9）と B さん（女性、20 代前半）は、上海生まれの上海育ち、母語

が上海弁で普通話も話し、三世代の家族みな上海人である。A さんの母親は会社の経営者

で、B さんの両親は会社員である。みな上海の都心に住み、自宅を持っている。 

C さん（男性、30 代前半）は北地方出身で、母語が晋語で普通話も話し、大学進学時に

上海にきて、大学から博士までずっと上海の大学に通い、博士在籍中にフランスへ留学を

行い、大学間での複数学位制度により、二つの博士号を取り、現在は上海のあるハイテク大

手企業で働いている。新上海人である。 

D さん（男性、30 代前半）と E さん（女性、20 代後半）は、恋人である。呉語地域の出身

で、D さんは南部呉語の方言が母語で普通話も話し、大学院の時、上海の大学院に入り、

一貫性大学院博士課程４年を経て博士号を取得し、ポストドクターをその大学で行い、その

後海外派遣研究者として日本のある大学で一年間の研究を進めていた。今は上海に帰っ

て出身大学院の常勤講師である。E さんは北部呉語の方言が母語で普通話も話し、大学進

学時に上海にきて、大学院の時、D さんと同じ大学に入り、現在は博士号を取得し、上海の

同大学院で働いている。二人とも新上海人である。 

F さん（男性、20 代前半）は、中部地方の出身で、安徽省の方言が母語で普通話も話し、

６歳の時、両親と共に上海に定住した。小学校から大学院までずっと上海の学校に通い、

現在は日本のある大学に留学している。日本に来る前には上海の郊外に住んでおり、新上

海人である。 

（２）調査結果が意味すること 

これまでの分析と考察10をまとめ、さらに議論を深めてみよう。 

 
9 インタビューの対象者全員の個人情報を保護するため、具体的な年齢を示しないこと 
10 それぞれのインタビューについては付録１を参照のこと 
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① 家庭・個人の言語使用と言語選択 

多くの外来人口が上海に流入し、言語使用・選択に変化がもたらされている（雷 2008）。

普通話は、能動的であろうと、受動的であろうと、方言が異なる人々の間で最も使われやす

く、上海で最も使われている共通語になっている。このインタビューからみると、普通話の使

用は公の場から私的な場へ拡大している。これまでは公の場では共通語が使われ、私的な

場では方言が使われた。それに対して、今は上海弁は家庭で使用されているものの、普通

話も家庭で使われ始めている。 

 また、家庭の言語教育について、普通話を母語とする場合を除いて、子どもに地元の方言

を先に学ばせたいと思っている。 

また、F さんの事例を振り返ると、F さんは子供の時に故郷を立ち去り、母語の方言を全く

使わなくなり、その後普通話が上海弁に取って代わり F さんの第一言語となった。F さんのよ

うな普通話を第一言語とする移動する子どもも増えている。 

② 言語態度および言語意識 

インタビューの結果をみると、方言話者は、言語の多様性に関する認知や理解をある程

度は持つものの、それに対して標準語話者は言語の多様性に対する関心が薄い。同時に、

方言を話す地域で生まれ育った人でも、多言語能力・多言語使用には重きを置いているも

のの、多言語意識に慣れ親しんでいるとは言い難い。このゆえ、兪(2016)は多言語意識を

育むために従来の「モノリンガル意識」を改めることの重要性を強調した。 

多言語能力については、方言話者である A さん、B さん、D さんと E さんはみな子どもの

普通話と方言の言語能力を重視するが、標準語話者の F さんは普通話の使用を重んじる。 

多言語使用について、B さんは、普通話と上海弁を自由に切り替えることができる。A さん

は、相手と話すときに「相手は上海弁が理解できるかどうか」ということを意識しながら、言語
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選択を行っている。ただし「上海弁だけを使うと、他人を不愉快にさせる」と思い、さらに「時

には上海弁を使ったらある種の優越感を持っているように思われる」と語っている。A さんは

多言語使用を意識したが、普通話の使用と上海弁の使用に対する態度が異なり、多言語意

識を備えるのかどうかは不明である。 

この事例を見る限り、多言語意識が個々人にどの程度受け入れられているのかは完全に

解明することはできない。新上海人の C さんは上海弁に偏見を抱いていない。「買い物をし

ているときに、上海出身のおばさんから、上海弁で突然話しかけられたら、不快に思うのか」

と質問すると、「なんの不快もない」と答えた。C さんは上海弁を学びたいと思っている。一方、

同じく新上海人の E さんは、市役所で事務員に上海弁で話しかけられるとイライラすることが

あると語っている。 

③ 上海人のアイデンティティ 

Giddens and Sutton(2018)は、アイデンティティそのものは、生まれつきではなく相互行

為・作用の過程でつくられているため、相対的に固定化している一方、多元的で安定性が

なく、生涯を通じて大きな変化が起こると主張する。 

実施したインタビューをみると、老上海人の A さんと B さんは自分の上海人としてのアイ

デンティティを誇りに思う一方、新上海人もまた上海人であると思っている。それに対して新

上海人の C さん、D さんと E さんは自分を上海人と思わない。彼らによれば、北京人や上海

人などをたずねることは、出身地や故郷を聞くことと同様である。大学卒業後に上海の戸籍

をとった新上海人は、自分は上海に定住しているにすぎないと考え、上海人であるかどうか

は人により異なる。さらに同じく新上海人の F さんは、子どもの頃に上海に移り、それ以来上

海に住んでおり、間違いなく新上海人であると自己認識している。 
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新上海人は「上海で生きる自分」と「故郷にルーツを持つ自分」、「普通話が喋れる自分」、

「方言も知っている自分」と複数の自分を持っている。F さんは、「故郷にルーツを持つ自分」

と「方言も知っている自分」が既に薄くなり、「上海で生きる自分」と「普通話が喋れる自分」が

主体となることにより、上海人アイデンティティを確立した。C さん、D さんと E さんは、「故郷

にルーツを持つ自分」と「方言も知っている自分」を強く持ち、次の代に地元の方言を学ば

せる一方、「上海で生きる自分」と「普通話が喋れる自分」は、主体の一部となっていないた

め、自分を上海人と思わない。 

そのほか、D さんのインタビューを通じて精神的な上海人も現れてきたことがわかった。D

さんによれば、精神的な上海人とは、実際に上海人ではないものの、思想や価値観、生活

態度などの変化により、心のなかですでに上海人になりきったと思った人を指す。D さんの

目から見ると、もしある人が精神的に上海人だと感じているのであれば、すでに上海人にな

るのである。 

以上の分析から、老上海人のアイデンティティは相対的に安定している一方、新上海人

のアイデンティティは変化していることがわかった。さらに、新老上海人は異なるアイデンティ

ティを有することから、それぞれが語った上海人の定義も異なる。老上海人は、新上海人で

あろうとなかろうと、みな上海人であると思っている。新上海人は、「上海人であるかどうか」に

対してそれほど関心を示してない。その点では上海人とは何かを改めて検討する必要があ

る。 

 

④ 上海弁の危機に瀕した原因 

これまで語られてきた上海弁の危機に瀕した原因について、普通話の普及政策、学校で

の方言禁止、マスコミの方言禁令を取り上げた。最初の二点については A さんと B さんの語
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りからも再確認できた。他方では、B さんの祖父母は上海弁のみの方言話者である。マスコ

ミの方言禁令は、北方方言地域の出身で、生まれながらに普通話を理解できる高齢者にと

って打撃ではないものの、上海人の高齢者すべてが普通話を理解できるわけではない。彼

らにとっての影響は多大である。 

また、学校の言語選択や学校における言語政策の重要性を指摘する必要がある。B さん

によれば、普通話の普及政策に加えて、学校には多くの上海弁を話せない子もいるため、

学校で上海弁をだんだん使わなくなった。しかしながら、学校での方言使用は許可されてお

り、方言使用に関する規定が統一されていない可能性がある。学校における言語政策は

子どもたちに影響を与えるもので、制限の厳しくない学校での発言や、授業の合間の

クラスメートとの会話では、方言が許容される傾向にある。 

新老上海人の上海弁をめぐる認識の相違についても検討する必要がある。老上海人は、

新上海人も上海弁を学ぶべきであると思っているが、新上海人は上海弁を学ぶ必要を認め

ていない。また、老上海人は上海弁を話すことを誇りに思う一方、新上海人には人により異

なるものの、上海弁に偏見を持っている人もいる。A さんによると、上海弁の使用が人にある

種の優越感を与えたと理解される。また B さんによれば、上海弁話者が優秀であるとの先入

観があり、そのため一部の上海人が羞恥心を感じ公の場で上海弁を話さなくなったこともあ

る。 

この認識の相違は、移民都市における個々人の暮らしを取り巻く経済、文化、生活習慣、

社会環境の違いに帰因するものと考えられ、これは上海弁の生態を大きく左右する。 

過剰な普通話普及政策は、あくまでも上海弁の衰退を加速する要因の一つとなる。なぜ

ならば、「国民国家の形成と維持に標準語の普及が欠かせなかった」（大森、全国町村会）

ことは確かであることから、標準語の普及によりもたらされた方言への抑制は、避けられない
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（「中国青年報」2006 年 9 月 18 日）。普通話と方言は、政治的、経済的、文化的な力によっ

て、強弱をつけながら存在している。そのため、たとえ普通話普及政策がなくても、「言語市

場」の理論に基づけば、人々は積極的に普通話を選択するだろう。 

ブルデューの「言語的交換のエコノミー」の理論では、言語的交換（linguistic exchange）

を単にコミュニケーションの関係ではなく、常に象徴的な力の関係として捉えられ、「「言語市

場」によって言語の正統性（象徴権力）と言語資本の価値が決定される」（小林 2021、p.45）。

言語市場は一種のメタファー表現である。経済市場になぞらえると、商品は市場価値の高

いものとそうではないものの二つに分かれる。方言と標準語の場合、標準語は高く評価され、

方言は低く評価される。そのゆえ、老上海人であろうとなかろうと、標準語を選択した人のほ

うが圧倒的多数派となる。 

では、上海弁の衰退に直接に関わる最も重要な原因は何だろうか。そこで次節では「家

庭における言語計画」を検討したい。 

 

⑤ どのように上海弁を守るのか 

ここで触れたのは、家庭での方言使用、セルフメディアの役割などの内容である。 

B さんによれば、早期から子どもの発達段階に応じた一貫した家庭での方言教育が求め

られる。A さんによれば、短編動画アプリたとえば TikTok での上海人インフルエンサーが

「滬語のアンバサダー」と自称し、上海弁で上海人にインタビューを行い、その内容をコンテ

ンツとして活用する。 

ここで興味深いのは、短編動画アプリなどのセルフメディアに関する内容である。これらの

独創性や革新性に優れた技術力をもっているインターネット時代のメディアは方言に新しい

生命力を与える（符 2021）。 
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また新老上海人の間で、上海弁の保護について異なる考え方を持っている。インタビュー

を受けた新上海人はほとんど無関心で、老上海人の方は、上海弁の保護に情熱を注いで

いる。 

 

4.3 家庭における言語計画 

この節では、家庭の言語計画から見る上海弁の衰退について、さらに今後の上海の家庭

における言語計画の可能性を考える。 

4.3.1 家庭の言語計画から見る上海弁の衰退 

上海弁の衰退に直接に関わる最も重要な原因は、個人が多言語意識を持たず家庭にお

ける言語計画が十分に機能していない点にある。 

インタビューの結果を見ると、老上海人にとって、子どもに上海弁を教えるか、それとも普

通話を教えるか、また新老上海人にとって、子どもの開かれた言語意識を育成するのかは

特別の計画もなく、最後まで遂行できずに終わった。A さんと B さんの事例に関連すると、A

さんの両親は明確な家庭言語計画を施行することがなかった。また両親の潜在的意識や、

顕在的意識のどちらも働いていなかった。そのため、A さんが上海弁を完全にマスターする

可能性は極めて低くなった。このため将来に上海弁は上海人自身によって話されなくなるだ

ろう。B さんのように家族から上海弁を継承し、現在でも上手に話すことができる人は少数で

ある。なぜなら言語意識や信念などに影響され、暗示的で観察困難な家庭言語計画、すな

わち潜在的な家庭言語計画から影響を受けたからである。B さんの両親は明確な計画を立
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てなかったが、なんとなく上海弁が大切だとの潜在的な意識が働いたので、それを行動に

変えて B さんに影響を与えたのかと推測できるだろう。 

親は、家庭で権威を持っているため、言語管理者として、子どもの言語選択・使用、言語

教育、また言語意識に影響を与えることが多く、子どもは言語管理の対象となることが多い。

そこで上記の新老上海市民の事例にもとづき、Curdt-Christiansen（2020）の家庭言語計画

に影響を与える内的要因と外的要因を考慮したうえで上海人の家庭における言語計画から

上海弁の衰退を分析する。 

老上海人について、以下の内的要因を考察する必要がある。 

 

第一に、上海弁によって家族間の感情的な結びつきが強まるか。第二に、上海弁は上海人

のアイデンティティか。第三に、子どもを上海弁あるいは普通話、または両方とも習得させる

養育信念をどれほど持っているのか、子どもの多言語意識が育まれるのかどうか。第四に、

子どもの上海弁学習は主体的か受動的なのか。 

 

また、新上海人については、以下の内的要因を考察する必要がある。 

 

第一に、上海弁に対して、どんな感情（態度や価値づけ、例えば好きか、嫌いか）を持つか。

第二に、上海人のアイデンティティを自ら認めるか。第三に、子どもを出身地の方言あるい

は普通話、または両方とも習得させる養育信念を持つか、子どもの多言語意識は育まれる

のかどうか。第四に、子どもは方言や上海弁に対して積極的に関心を持つか。 

 

さらに新老上海市民については、以下の外的要因を考察する必要がある。 
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第一に、出身地の方言、上海弁、普通話の地位の違い。第二に、国家の言語政策に対する

政治的忠誠心。第三に、教育目標と教育言語の選択。第四に、言語学習によりもたらされる

経済的利益。 

 

新老上海市民の多言語意識、すなわち上海弁と出身地の方言、上海弁と普通話に対す

る態度・意識の違いをみると、それぞれの家庭における言語計画の指導理念は異なる。言

語の権威や規範を重視するのか、それとも言語の多様性を重視するのかは人それぞれであ

る。また上海人アイデンティティに対する認識の違いによって、家庭における言語計画も異

なる。新上海市民は出身地の方言あるいは普通話に重きを置くが、老上海市民は上海弁あ

るいは普通話に重きを置く。さらに計画を策定する時に問わなければならないなぜこの計画

を立てるのか、言い換えると「なぜ上海人は上海弁を学ぶのか、また学ぶべきか」という根本

的な問題は回避された。このような点から、上海弁の衰退は余儀なくされたのである。 

4.3.2 今後の上海の家庭における言語計画の可能性 

この節では、今後の上海の家庭における言語計画の可能性を考える。今後の上海の家

庭における言語計画の可能性について、多言語意識を育むことの重要性、「上海人とは何

か」ということを考えることの重要性を指摘する。 

一点目は、多言語意識を育むことである。「地元の言葉より上海弁のほうが優れている」や、

「方言より標準語・共通語のほうが優れている」などといった方言と方言、方言と共通語に対

する言語意識は、家庭言語計画を疎外する困難である。他方では、多言語意識には、ある

人がもっている言語能力や知識の全範囲という意味での言語レパートリーが含まれている
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（Blommaert & Backus2013）。つまり、上海弁、普通話や英語を分けて考える言語能力観を

複合的な言語能力として認識することが重要であるが、このような多言語意識が、現在の中

国ではまだ普及していない。 

二点目は、「上海人とはなにか」である。新老上海人という分け方は妥当だろうか。新上海

市民や上海市民という名称の妥当性は、上海住民がともに考える課題である。なぜならば、

上海という都市は、老上海人・老上海市民だけでなく、新上海市民によってもつくられるため

である。 

4.4 まとめ 

この章では、移民都市・多言語都市の上海の実態を踏まえ、「個人における多言語主義」

と「社会における多言語主義」の区別を検討した。「社会における多言語主義」とは「多言語

状況、多言語主義・多言語政策」を指し、また「個人における多言語主義」とは「多言語能

力・多言語使用、意識上の多言語性すなわち多言語意識」を指す。 

次に新老上海市民への言語生活に関する半構造化インタビュー調査を通じ、家庭・個人

の言語使用と言語選択、アイデンティティ、言語態度と言語意識の側面から分析した。家庭

や個人の言語使用と言語選択において、上海弁は家庭では使用されているが、普通話の

使用は公の場から私的な場へ拡大し、家庭でも使われ始めていることを確認した。言語態

度および言語意識において、方言話者は言語の多様性に関する認知や理解をある程度は

持つものの、それに対して標準語話者は言語の多様性に対する関心が薄い。また方言話

者は、多言語能力・多言語使用に目を向けているものの、多言語意識に慣れ親しんでいる

とは言い難い。アイデンティティをめぐる、新老上海人による上海人の定義は異なっている。
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老上海人は、新上海人も上海人であると思っているが、大学卒業後に戸籍をとった新上海

人は、上海に定住しているものの、上海人であるかどうかは人により異なる。 

さらに、半構造化インタビュー調査と家庭における言語計画の分析を通じ、上海弁衰退

の原因について以下の考察を得た。第一に、過剰な普通話普及政策は、上海弁の衰退を

加速する要因の一つとなるが、根本的な原因ではない。第二に、移民都市における個々人

の暮らしを取り巻く経済、文化、生活習慣、社会環境の違いによってもたらされた上海人ア

イデンティティに対する認識の違いにより、新老上海市民との間に、対立と分裂が生じてい

る。これは上海弁の生態を大きく左右する。第三に、個人の多言語意識の欠如によってもた

らされた家庭における言語計画は十分に実施されていない。新老上海市民には多言語意

識（方言と方言、方言と共通語に対する態度・意識）が欠如している。また上海人アイデンテ

ィティに対する認識の違いから、家庭における言語計画を策定する時に問わなければなら

ない「なぜ上海人は上海弁を学ぶのか、また学ぶべきか」といった問題が回避された。これ

により、上海弁の衰退を余儀なくされた。最後に、今後の上海の家庭における言語計画の

可能性について、多言語意識を育むことや、「上海人とは何か」ということを考えることの重

要性を指摘した。 
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第五章 結論と今後の課題 

5.1 結論 

本研究では、上海弁の衰退の原因を検討し、民間レベルの言語政策の可能性を考えた。 

第 1 章では､絶滅の危機にある上海弁の現状、方言の保存に関する２つの立場、先行研

究とその問題点、研究の目的、研究方法について述べた。 

第 2 章では、国家レベルの言語政策が、普通話の推進を中心に行われ、方言に関する

明確な方針を示さなかったことを確認した。そして学校での方言禁止とマスコミの方言禁令

の考察を通じ、若者における上海弁の継承との相関関係や、高齢者の言語生活に影響を

及ぼす可能性を検討した。 

第 3 章では、NGO・NPO 組織の言語政策に関する取り組みを紹介した。まずは NGO 組

織であるユネスコの「岳麓宣言」の採択によって、方言の保護と継承が課題として挙げられ、

中国の言語政策における変化の兆しが現れたことがわかった。そして上海弁の規範化に

必要な 2 つの要素、正音法および正書法と関わる上海弁の「ピンイン」方案、教材と辞書に

ついて論じ、NPO 組織である呉語協会と呉語学堂の「上海弁ピンイン」の策定、および『上

海弁大辞典』の刊行により、上海弁の標準化が喫緊の課題として提出されたことがわかった。

それら民間の取り組みにより上海弁の衰退を軽減する可能性が生まれている。。 

第 4 章では、移民都市・多言語都市の上海の実態を踏まえ、「個人における多言語主義」

と「社会における多言語主義」の区別を検討した。次に新老上海市民への言語生活に関す

る半構造化インタビュー調査を通じ、家庭・個人の言語使用と言語選択、アイデンティティ、

言語態度と言語意識の側面から分析した。家庭や個人の言語使用と言語選択において、

上海弁は家庭では使用されているが、普通話の使用は公の場から私的な場へ拡大し、家
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庭でも使われ始めていることを確認した。言語態度および言語意識において、方言話者の

言語の多様性に関する認知や理解は一定程度進んでいるが、標準語話者は言語の多様

性に関心が薄い。また方言話者は、多言語能力・多言語使用に目を向けているものの、多

言語意識に慣れ親しんでいるとは言い難い。アイデンティティをめぐる、新老上海人による

上海人の定義は異なる。新上海人は、自分は上海に定住しているものの、上海人であるか

どうかは人により異なる。 

さらに、半構造化インタビュー調査と家庭における言語計画の分析を通じ、上海弁衰退

の原因について以下の考察を得た。第一に、過剰な普通話普及政策は、上海弁の衰退を

加速する要因の一つとなるが、根本的な原因ではない。第二に、移民都市における個々人

の暮らしを取り巻く経済、文化、生活習慣、社会環境の違いにより新老上海人との間に、対

立と分裂が生じている。これは上海弁の生態を大きく左右する。第三に、個人の多言語意識

の欠如によってもたらされた家庭における言語計画が十分に実施されていない。 

最後に、今後の上海の家庭における言語計画の可能性について、多言語意識を育むこ

とや、「上海人とは何か」ということを考えることの重要性を指摘した。 

5.2 本研究の限界と今後の課題 

本研究の限界として、学校での方言禁止と若者の上海弁の継承との相関関係や、またマ

スコミの方言禁令と高齢者の言語生活に影響を及ぼす可能性についてはさらなる議論を要

すること、そして家庭における言語計画の実施について個別の家庭に応じて考察する必要

があることが挙げられる。なかでも次の三点で限界があり、今後の研究課題としたい。 

まず第一に、学校における言語政策に対する考察が必要である。インタビューの A さんと

B さんはそれぞれ別の学校に通っていた。B さんの学校では方言での禁止は厳しく制限さ
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れていなかった。上海には、公立学校や私立学校に加えて、「貴族」学校や外国と共同で

設置した学校もある。方言に関する各学校の言語政策や、その実施が若者の上海弁の継

承に与えた影響を検討する必要がある。 

第二に、マスコミの方言禁令は高齢者の言語生活に与えた影響について省ごとの考察が

欠かせない。マスコミの方言禁令は、北方方言地域の出身の、普通話を理解できる高齢者

にとっては打撃ではないものの、南方方言地域の出身で普通話を理解できない高齢者の

言語生活に与えた影響に関する政府系のデータは乏しく、分析を行うことが不可欠である。 

第三に、家庭における言語計画の実施について個別の家庭に向けたインタビュー調査を

行い、かつての「一人っ子政策」、2016 年からの「二人っ子政策」や、祖父母の子育ての支

援などの中国ならではの特徴を踏まえて考察することが必要である。 

また、本研究は質的研究による論証だけに傾いており、量的研究によるアンケート調査、

例えば新老上海市民に対する量的調査などを行うことはできなかった。 

これらは研究の限界と記し、今後の研究を期する。 
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付録 1 新老上海市民の言語生活の半構造化インタビ

ュー調査の内容 

調査結果と考察 

調査協力者の回答を、「家庭・個人の言語使用と言語選択」、「言語態度と言語意識およ

び上海人アイデンティティ」、「上海弁の危機に瀕した原因」、「どのように上海弁を守るの

か」の 5 つに分類し、以下で分析する。 

＜事例１＞A さんの語り 

① 家庭・個人の言語使用と言語選択 

A さんは、大学生で毎日学校生活を送り、ほとんど普通話を使っている。上海弁は上手で

はないが、父と母、祖父母がみな流暢に上海弁を話せるので、家に帰って家族と話すときは

普通話から上海弁に切り替えた。たまに上海人学生の友達と一緒にいる時、上海弁を使うこ

ともあるが、それはごく少数で、ほとんど普通話である。同世代の友達の言語能力を聞くと、

A さんはこう語っていた。 

 

筆者：前回も言ってくれましたけど、A さんの上海弁はピジン上海弁っぽくて、お友人の方で

も、そうなんでしょうか？ 

A さん：それは人によると思います。というのも、家庭での育てられ方に関係していると思いま

す。もしこの人が祖父母の世代に育てられていれば、おそらくもっと上手になるでしょう。逆

に私と比べて全然ダメな子もいます。 
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他方では、家庭の言語選択は、言語教育や言語習得に関わっている。先に方言を学ぶ

か、それとも普通話を学ぶかについて、A さんの回答は以下である。 

 

筆者：仮の話ですが、もしあなたに子どもがいて、子どもの言語について選択のチャンスが

あったとしたら、まず上海弁を選ぶか、普通話を選ぶか、それとも両方とも教えますか。 

A さん：私自身の考えとしては、子どもに二つの言葉を話せるようになってほしいのですが、

もし実行するならば、まず上海弁を教えた方がいいと思います。なぜなら、普通話はいつで

もどこでも使えるのですが、上海弁の言語力は今の状況から見ればちゃんと鍛えられなくな

るかもしれないので、まず子どもと一緒に上海弁を使いながら、コミュニケーションをとること

が大事なんですね。 

 

A さんの回答から、多言語使用の重要性が強調されたことがわかった。 

 

② 言語態度および言語意識、ならびに上海人のアイデンティティ 

上海弁と普通話の使い分けについて、A さんは、以下のように語った。 

 

A さん：上海はとにかく寛容で包容力のある大都市です。仕事、生活、学習のために、他の

地方から来た人がたくさんいるでしょう。ここで出会った人は全て上海人ではないし、出会っ

たとしても必ずしも上海弁を話せるわけではありません。例えば、私が社会人として働いたら、

上海人の同僚と一緒に食事をすれば、上海弁でコミュニケーションをとることができますが、

他の上海弁のわからない同僚がいたら、普通話を使うほうがいいでしょう。上海弁だけを使う

と、他人を不愉快にさせると思います。 
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この回答から A さんが「相手は上海弁が理解できるかどうか」ということを意識しながら、言

語選択を行ったことが窺える。また、「上海弁だけを使うと、他人を不愉快にさせる」という話

から見れば、周りの人の上海弁に対する評価にばらつきがあるという推測ができる。 

A さんは、上海弁に対して高い言語意識を持っている。A さんの話によると、もしこの都市

に住んでいる人がその都市の方言すらも話せなければ、その都市が徐々に忘れられていく

のである。A さんの考えでは、上海上海弁によって結ばれたのである。 

しかしながら、A さんが語った「滬語」という言葉は、時によって人に迷惑をかける言葉とな

る。滬（こ）は古代上海の略称の一つであり、上海では、「滬語」と「普通話」という呼び方は地

元の人とよそ者の「アイデンティティーのラベル」になっている（李 2018）。また、「時には上海

弁を使ったらある種の優越感を持っているように思われる」や、「私の見解で言えば、特異な

才能がないと新上海人になれない」などといった話からは、新老上海人がお互いに偏見を

抱いて相手に差別的な発言をしたことがわかる。 

 もう一方で、A さんは上海弁を学びたい新上海人に対して寛容さを示している。 

 

筆者：地方の人が上海弁を学ぶのは難しいと思いますか？上海弁の発音は普通話とはか

なり違うからですね。 

A さん：難しいところがあると思います。というのも、私のおじの妻は四川省出身で、その後上

海に嫁ぎ、上海弁を勉強し始めたのです。彼女の上海弁を聞いて、少し発音は違うかもしれ

ませんが、日常のコミュニケーションの妨げになるほどではないと思います。今の上海は多

様な価値を受け入れる都市なので、なまりのある上海弁を話すから周りに変な目で見られる

ことはありません。 
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「上海人は上海弁を話さなければならないのか」という質問に対して、A さんは絶対とは言

い切れないと答えた。実際の状況をみると、誰ももっと普通話を話しているので、上海弁を話

さなくても生活に支障がないと A さんは思っている。 

新上海人に対してどのように認識しているかを尋ねると、A さんは、新上海人のことをよく

知らないが、特異な才能がないと新上海人になれないと答えた。A さんの考えでは、彼らが

上海のことをよく理解した上で、新上海人になるのである。A さんの目から見ると、すでに上

海の価値観をを認めてから上海にきたので、上海の文化を軽んじるようなことはしないはず

である。 

 

③ 上海弁の危機に瀕した原因 

上海弁の危機に瀕した原因について、A さんは「普通話を普及させる政策と深く関わって

いる」と言っている。また大都市の上海に対する人々の認識のずれを指摘した。たとえば、

「周りからよそ者扱いされてなじめなく感じた冷たさ」や、「時には上海弁を使ったらある種の

優越感を持っているように思われる」など、それらも人々を上海弁から遠ざける理由の一つ

に含まれている。また学校での方言禁止について、以下のように語った。 

 

A さん：私の世代からは、普通話の普及を推し広めるため、学校では上海弁を話してはいけ

ないことになっていました。教室では、ほとんど普通話で話したから、私の上海弁は時々つ

まずいて、あまり流暢ではなく、たまにはある単語を忘れてぱっと上海弁がでてこない時もあ

ります。この時、代わりに普通話を使うんです。 
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A さんの話から、学校での方言禁止により上海弁の継承に問題が生じることがわかった。 

 

④ どのように上海弁を守るのか 

「もし上海弁を守りたいのであれば、何か良い対策はないのでしょうか？」の質問に対して、

A さんは次のように語った。 

 

A さん：まあ、実際に、この方向に向かって努力している人がすでにいます。短編動画アプリ

たとえば TikTok での上海人インフルエンサーが「滬語のアンバサダー」と自称し、彼らのほ

とんどのビデオでは上海弁を使っています。上海弁で上海人にインタビューを行い、その内

容をさまざまなコンテンツとして活用しています。上海弁を守りたいのは彼らの努力の原点で

す。というのも、この都市に住んでいる人がもしその都市の方言すらも話せなければ、その

都市が徐々に忘れられていくような気がするんです。 

 

ここで興味深いのは、短編動画アプリなどのセルフメディアに関する内容である。これらの

独創性や革新性に優れた技術力をもっているインターネット時代のメディアは方言に新しい

生命力を与える（符 2021）。 

 

＜事例 2＞B さんの語り 

① 家庭・個人の言語使用と言語選択 

B さんの家族はみな上海人で、一緒にいる時は上海弁を話す。B さんの祖父母の普通話

は非常に下手で、普通話を話すと、何も理解できない。これは 2.2 節で論じたマスコミの方

言禁令に関連するもので、このような措置は B さんの祖父母のような中高齢層の言語生活
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に直接に影響を与えた。普通話が下手な高齢者にとって、方言番組は自分に笑いやひと時

の安らぎをもたらすもので、それが禁じられたことは彼らの娯楽生活に被害を受けた。 

B さんは、家ではいつも上海弁を話すので、ピジン上海弁っぽいと言われたことがない。

ピジン上海弁は普通話なまりの上海弁である。時折ある単語を普通話寄りの上海弁で発音

して家族にからかわれたこともある。また蘇州に親戚がおり、ゆっくり話せば親戚の蘇州弁を

少しは理解できるが、早口で話せば理解できない。 

B さんの話によると、周りの親戚の子どもたちは、上海弁など話さなくても大丈夫だし、今

の時代では、上海弁と普通話、どちらでも構わないと思っている。この子どもたちは、上海弁

を上手く話せない、もしくはまったく話せなくなった。 

Bさんは外出するときや、何かを買うとき、年上っぽい人や上海人っぽい人に会ったら、上

海弁で話す。もし若者と一緒にいたら普通話で話す。バイトする時は、相手が上海弁を話さ

ない限りは、すべて普通話で応答する。これらの場面からわかるように、家庭以外の場所で

上海弁の活躍の場は少なくなっている。 

クラスメートの上海弁について、B さんはこう語った。 

 

B さん：小学校の時はおぼつかない記憶ですが、中学校、高校の時、年齢が上がるにつれ

て、クラスに上海人が少なくなった気がします。 

 

B さんの話から、移民都市の上海に起こった外来人口流入の状況が垣間見えた。 

 

若者の上海弁について、B さんの話は、以下の通りである。 
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B さん：たとえみんな上海人だと分かって会話をしても、友達同士の間で上海弁を話すのは

まだ珍しく、普通話に慣れていますから。たまに冗談を言うときとか、上海弁を混ぜって話し

ます。今上海弁の発音は簡素化している一方で、若者みんなそうだったかもしれません。 

 

実際のところ、言語学の観点から見ると、3.2 節で述べたように、上海弁の中には、年齢に

よって、老年層が使用する旧派、中年層が使用する中派、若年層が使用する新派の違いが

ある。B さんが語った「上海弁の発音は簡素化している」というのは、若年層の新派の上海弁

である。遊（2008）は、上海弁の激しい変化は言語の音韻編などの内的要因だけではなく、

普通話普及政策や移民社会などの外的要因にも関わっていると述べ、さらに主流となった

普通話の音韻体系は上海弁に影響を与えたと指摘する。 

B さんは同年齢の人と比べて、上海弁が得意だと思っている。また自分の普通話と上海

弁を自由に切り替えることができる。方言を学んだ後で普通話を学ぶと、方言なまりの普通

話が身につき、それは将来の就職活動に不利益をもたらす可能性があるという考え方（「寧

夏日報」2022 年 09 月 16 日）は強固に存在する。B さんの例を見ると、生まれつきの母語は

上海弁で、それに方言の訛りなく普通話も流暢に話せるので、この種の考え方に対する反

論といえよう。 

家庭の言語教育について、「もし将来子どもができたら、まずは普通話、それとも上海弁

を習わせるのか、自分なりにどんな考え方があるのか」と質問すると、B さんは、まずは上海

弁だと答えた。この答えから B さんの母語意識が確認できる。 

 

② 言語態度および言語意識、ならびに上海人のアイデンティティ 
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B さんの両親は、上海弁に対して高い潜在的な言語意識を持っている。この潜在的な言

語意識は、すなわち明確な指針がなく、なんとなく子どもに上海弁を使用させることが重要

である意識である。 

 

筆者：子どもの時に、お父さんやお母さんから、なぜ上海弁が大事なのかという意識とか、そ

ういうことを伝えられたことはありますか？ 

B さん：言ったことがないんですが、ただ小さい頃から無理やり上海弁を喋らされてたんです。 

 

両親の高い潜在的な言語意識は、B さんの上海弁を完全にマスターすることとつながると

考えられる。 

B さんの話によると、地方からの人はかつてから上海人（老上海人）に対して無意識の偏

見を持ち合わせている。B さんの話では、上海弁を話せる人のほうが優秀であるという先入

観があってから、一部の上海人が恥ずかしく感じてかえって公の場で上海弁を話さなくなっ

た。 

B さんは上海弁を聞くと自然に親近感が湧くが、上海弁を話す人が少なくなってしまうこと

を実感し、上海弁を次の代に必ず受け継いでいかないといけないと思っている。 

そのほか、地方からの人にとって上海弁の発音が非常に難しいことを、B さんは否定して

いない。 

「上海人は上海弁を話さなければならないとお考えですか」と質問されると、B さんは以下

のように答えていた。 
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B さんは：今の上海には新上海人と老上海人がいて、基本的に新上海人は地方から来た人

で、上海弁は話せません。新上海人だと言っても、可能であれば少しでも上海弁を勉強した

方がいいと思います。何しろ新上海人になったのに、上海弁もしゃべれないとちょっと。話せ

なくても音声を聞いて意味がわかる程度での上海弁力が必要ですね。 

 

B さんによれば、老上海人はずっと上海に住んでいるので、上海は彼の家である。それに

対して、新上海人は外来人口の群れで、老上海人に向かって、上海弁を使わないように言

うのは、無礼である。 

B さんは、上海弁は上海の文化なのであると思っているものの、上海弁を使って上演され

る上海オペラをほとん観賞しない。 

 

③ 上海弁の危機に瀕した原因 

学校での方言禁止について、B さんによると、普通話の普及政策に加えて、学校には多く

の上海弁を話せない子もいるため、学校では上海弁をだんだん使わなくなった。しかしなが

ら、A さんの話と異なり、学校での方言使用は許可されており、学校における方言使用に関

する規定が統一されていない可能性がある。学校における言語政策が子どもたちに影響

を与えており、制限の厳しくない学校での発言や、関係が近いクラスメートとの会話

では、方言が許容される傾向にある。 

 

④ どのように上海弁を守るのか 

下記のように、B さんは、上海弁を守るためにセルフメディアの役割が必要不可欠だと思

っている。 
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B さん：私は、TikTok で非常に好きな何人かのインフルエンサーをフローしてます。彼らが

一生懸命に上海弁を守ろうとしていて、そうやり続けていますから。そして彼らが話している

内容もとても面白いです。 

 

 

また、上海弁の継承について、早期から子どもの発達段階に応じた一貫した言語教育の

重要性が強調されている。  

 

B さん：子どもは小さい頃からしっかり上海弁を学んでおかないと、今になって上海弁の大切

さを強調されても遅れだと思います。大人になって自ら上海弁を学びたいと思えば別ですが、

そうでなければかなり難しいのではないかと思います。 

 

＜事例 3＞C さんの語り 

① 家庭・個人の言語使用と言語選択 

C さんは上海弁を全く話せない。C さんの勤務先は上海の国有企業なので、上海人の割

合が非常に高く、上海人同士ではよく上海弁でコミュニケーションを取っているが、C さんな

ど上海弁がしゃべれない同僚と関わる場合には、自然と普通話に切り替える。C さんによる

と、新上海人にとってこの状況は特別なものではない。 

 

② 言語態度および言語意識、ならびに上海人のアイデンティティ 
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C さんは河南省出身であるが、住んでいる地方で使われたのは河南話ではなく、晋語で

ある。C さんによれば、母語は晋語でもあり、河南話でもある。李栄氏は入声韻尾の有無を

基準に晋語を北方方言11から独立させたが、C さんの目から見ると、どれもこれも大差ない。 

C さんはかつては方言を話すと、恥ずかしかったが、年を重ねるにつれ、また河南話が上

手な人を身近に感じ始め、聞いたらとても気持ちがいいので、勉強したくなった。また、祖父

母の実家では河南話を使うため、それを覚えておけば、現地に行ったときにスムーズにコミ

ュニケーションが取れると思っている。今は、河南省出身のルームメイトと一緒に住み、河南

話を話すこともある。普通話よりも、心を温める方言に憧れるようになり、B さんは原点に立ち

返り、自らのアイデンティティを再認識することができるようになった。 

上海弁に対する言語態度について、B さんは偏見を抱いていない。「買い物をしていると

きに、上海出身のおばさんから、上海弁で突然話しかけられたら、不快に思うのか？ 」と質

問されると、「なんの不快もない」と答えた。 

B さんは上海弁を学びたいと思う一方、難しすぎて完全にマスターできないかとも心配し

ているが、簡単な上海弁の日常会話をいくつか覚えようと決めた。 

上海人のアイデンティティについて、「上海人ですか」と質問されても、上海人ではないと B

さんは回答する。 

 

C さん：そう、私の潜在意識の中では、あなたがどんな町で育ったかを聞いているのだと思っ

たからです。実際に、上海の戸籍を取っても、上海出身とは言わず、生まれ育った場所を言

う人が多いのです。相手に問い詰められてどうしても回避できない時は、自分は上海の戸籍

を取った新上海人で、故郷はどこどこって言います。 

 
11 北方方言では入声韻尾がほとんど消えた。 
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B さんの考えでは、なになに人に対する質問は、人の故郷や出身地について尋ねることで

ある。 

 

③ 上海弁の危機に瀕した原因 

上海弁の危機に瀕した原因について、B さんは次のように考えている。子どもたちは、3〜

4 歳から幼稚園に通い始め、幼稚園内で普通話を話すのが普通となり、普通話をより多く話

すと、自然にだんだん上海弁を使わなくなった。地方出身である B さんの世代は学校で普

通話を話すものの、外にいるときはほとんど地元の方言を話す。上海に居住している現在で

は、学校にいるときも、また買い物や街に出るときも普通話を話すが、ただ家族といるときは

少し上海弁を話す。原因がそこにあるのではないかと B さんは考えている。 

 

④どのように上海弁を守るのか 

触れていない。 

 

＜事例 4＞D さんと E さんの語り 

① 家庭・個人の言語使用と言語選択 

D さんは上海人でも理解できない南部呉語の方言を話す一方、上海弁の 8 割は理解で

きる。内容を理解できるものの、上海弁の口頭表現能力はなく、生活の中では上海弁を使

わず普通話でコミュニケーションを取っている。 

それに対し、E さんは北部呉語地域の出身で、上海弁を聞き取れ、簡単な単語を使える

ものの、本物の上海弁ではないことから、からかわれることを心配して、あまり使わない。 
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E さんと D さんの大学では、上海人の同僚は普通話を話すが、年配の教師は上海弁をよ

り多く話す。また、もし教師全員が上海人であれば上海弁の使用を優先させる。知らない人

と会ったらまず試みに上海弁を使い、もし上海弁で返事をもらえないならば、普通話でコミュ

ニケーションをとる。しかし E さんによると、若い教師は上海人であっても、普通話をよく多く

使っている。ただし相手が上海弁で話しかけてくれたら、上海弁で応答する。 

またこの大学には、一人の上海人の先生がいて、この先生は学校で上海弁を優先させる

べきだと考えており、クラスに 5 人上海弁のわかる人がいれば、上海弁で授業を進める。D さ

んはこの措置は不適切だと思うが、この先生は独自の理論を持っており、もしクラスの 5 人が

広東語を理解していれば、広東語で授業を進めるべきだと思っている。この先生は言語の

多様性を重視しているが、D さんはそれは教室の秩序を乱すことに繋がると思っている。 

E さんと D さんは皆、子どもに先に方言を学ばせるべきだと考えているが、どの方言を最

初に学ばせるべきかは議論の焦点となる。D さんは南部呉語で、E さんは北部呉語で、そし

て二人とも上海に住んでいる。そこで南部呉語を学べばいいのか、北部呉語を学べばいい

のか、それとも上海弁を学べばいいのかは問題となる。E さんと D さんの解決策として、まず

は数年間をかけて子どもに D さんの南部呉語を学ばせ、さらに数年間をかけて E さんの北

部呉語を学ばせる。上海弁は考慮に入れていないし、普通話は教えない。なぜならば、幼

稚園や小学校の先生が普通話を教えてくれるからと答えている。 

 

② 言語態度および言語意識、ならびに上海人のアイデンティティ 

上海弁に対する言語態度について、いきなり知らない人に上海弁で話しかけられたら、

不快に感じるのかと質問すると、E さんは、以下のように語った。 
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E さん：とくにないんです。ただし市役所へ何かをしに行ったときに、新老上海市民の立場に

立って来るもの拒まずで対応しなければならないので、事務員が上海弁を話すとイライラす

ることがあります。 

筆者：周りに上海弁が話せないから昇進できないとか、そういうことはないんでしょうか？ 

E さん：まあ、漠然とした印象ではあるが、公務員の場合、地元の上海人のほうが好まれるで

しょう。それ以外はほとんどないんです。 

以上の発言から、E さんが上海弁に嫌いや聞きたくはないなどバイアスがかかっていない

のことがうかがえる。 

上海人のアイデンティティについて、D さんも E さんも自分は上海人ではないと思ってい

る。D さんは浙江省出身で、上海で戸籍を取得したのだけでなく他の都市で一度戸籍を取

得したことがある。E さんも浙江省出身で、自分を上海人とは思わない。前述の家庭の言語

教育に関する二人の考えから、アイデンティティと言語選択の関係性が一層明らかになって

いる。浙江人のアイデンティティを持ち、母語への深い愛着と切実な思いがあったからこそ、

子どもにおのおのの母語（北部呉語、南部呉語）を覚えさせようとしたのではないだろうか。

とりわけ上海という異郷に立たされた時にその気持ちが一層強くなるだろう。 

この二人から見ると、上海は包容力のある大都市であるが、時折、よそ者嫌いの一面もあ

り、地元の人とよそ者との衝突も絶えず存在する。 

 

E さん：上海に長く住まなくとも、学生として勉強するだけであれば、上海は比較的寛容な都

市だと思います。ただし、ゆくゆくはここに長く住むと、たとえば野菜市場に行くところ、病院

に行くところ、そして市役所へ何かをしに行くところ、なんというか、上海人は上海人、彼は彼、
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それからよそ者はよそ者というような気がするのです。特に年配の上海人にとって、よそ者の

私たちは彼のリソースを奪い、あるいは彼らと競い合う存在です。 

D さん：私が子どもの頃に上海を訪れた時は、よそ者嫌いはもっと深刻でした。その時に上

海人から上海弁でよく言われるのは「田舎者だ」という言葉でした。でも今は言わなくなった

ので、これも進歩だと思いますね。 

 

上海人は上海弁を話さなければならないのかと尋ねたら、二人ともから以下のような答え

が返ってきた。 

 

Dさん：上海人は文化的なアイデンティティですので、血統、あるいは上海弁で決まるわけで

もありません。 

E さん：しかし上海弁はある程度、上海の文化を表しています。上海に長く住むと、上海弁を

話すことから逃れられないと思います。 

 

そのほか、精神的上海人にも触れた。精神的上海人とは、実際に上海人ではないものの、

思想や価値観、生活態度の変化により、心のなかですでに上海人になりきったと思った人

のことを指す。D さんによれば、もしある人が精神的に上海人だと感じているのであれば、す

でに上海人になってしまう。アイデンティティは変えられるのである。 

 

③上海弁の危機に瀕した原因 

触れていない。 
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④どのように上海弁を守るのか 

触れていない。 

 

＜事例 5＞F さんの語り 

① 家庭・個人の言語使用と言語選択 

F さんは 6 歳くらいのときに地方から上海に連れられてきて、その後、上海の小学校、中

学校、高校、大学を上海で過ごし、上海人であると思っている。F さんは地方からの人が多

い上海の郊外に住んでおり、市内は地元の人が多い。 

F さんによると、学校では上海弁ではなく、普通話を話す。たとえ上海弁ができても、基本

的に普通話を話す。大学からは上海弁を話す人が増えてきたようであり、また大学では授業

中で上海弁を話すことにこだわる先生がいるとの話も聞いたことがある。  

家庭の言語教育について、F さんの両親は注意を払っていなかったようである。 

 

筆者：ご両親は家にいるときに少しでも上海弁を習わせてあげようとは思わなかったのでしょ

うか？それとも、自分でちょっと上海弁を勉強してみようとか、そういうことは考えなかったん

ですか？ 

F さん：必要がないので、学ばなかった。 

 

将来の子どもの言語教育について、子どもに普通話を教えるのか、地方の方言を教える

のか、それとも上海弁を教えるのかと質問すると、F さんは普通話を教えると答えた。 

 

② 言語態度および言語意識、ならびに上海人のアイデンティティ 
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F さんによれば、上海人として上海弁を話さなくても構わない。上海人のアイデンティティ

において、最も重要な要素は言語ではなく、人脈である。すなわち人間関係の中で上海人

の帰属意識は高められてきた。 

F さんは、母語として身につけたのは方言であったが、６歳の頃上海に来てから、学校、

家庭や日常生活のあらゆる場面で普通話が求められたため、今はもう、ほとんど方言を話せ

ない。故郷の方言に直ちに触れる機会が少なくなり、故郷での印象が薄れてしまい、逆に普

通話が母語のようになった。このような移動する子どもたちにとって、母語は必ずしもイコー

ル第一言語ではない。F さんの母語は地方の方言であるが、今の第一言語は普通話である。 

 

③上海弁の危機に瀕した原因 

触れていない。 

 

③ どのように上海弁を守るのか 

F さんによれば、方言には天然記念物や資料としての価値があるが、社会状況の一般的

な傾向として、方言保護の優先順位は確かに低い。専門家には危機感など感じる人がいる

かもしれないが、それほど気にならない一般人も多い。 
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